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市長の所信表明／水道料金改定②

食育レシピ／きらり光る☆地域

特集　
知っていますか？
　　　　認知症

きれ
いだ
なー
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市長室だより

◀
初
登
庁
で
職
員
に
迎
え
ら
れ
る

近
藤
市
長
（
安
来
庁
舎
玄
関
）。

連携を成熟させる３期目に
　引き続き４年間、市政を担うことになりました。地方創
生が叫ばれる今、人口問題や交通インフラ、観光振興など
の課題は単独では限界があります。これらの諸課題に取り
組むためには、関係のある他市との「広域連携」が不可欠
となってきます。スケールメリットを生かしてこそ、課題
を解決できることがあります。
　現在、安来市が大きく関わっている主な連携には、「島根
県市長会」、「中海宍道湖大山圏域市長会」、そして「鉄の道
文化圏推進協議会」があります。県市長会では、８市長が
共同で地方特有の問題に対して国や県への政策提言・要望
活動等に取り組んでいます。圏域市長会（安来・松江・出雲・
米子・境港市）では、日本海側にある都市圏の中でもこの
圏域に高い潜在力があることから、構成各市が有する特徴
的な資源や優位性を生かした連携を深めています。
　鉄の道文化圏推進協議会（安来・雲南市・奥出雲町）では、
兼ねてから目指していた日本遺産認定が昨年、決定しまし
た。今後は、「たたら」という共通のキーワードで観光や地
域振興に結び付けていかなければなりません。
　次世代に引き継げる豊かで活力ある安来にするためには、
安来市が存在する県や圏域全体の発展を目指していく必要

があります。引き続き広域連携でも諸課題に取り組みなが
ら、安来市政を運営していきます。
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●
別 刷　市民カレンダー

12月の行事／日曜日・祝日診療など

今月の表紙

市長室だより

市政トピックス

市議会臨時会の市長所信

特集

知っていますか？
認知症
ハローワーク安来から

特殊詐欺に注意

たうんとぴっくす

入園（所）児童募集

水道料金の改定②

連載：日本遺産、加納美術館

新着図書の紹介

「ジョーホーの森」各種お知らせ

キラリ光る☆地域（裏表紙）

「込められた平和への願い」
　10月22日に行われた平和の集い。夕
刻になると、市内の小学生や地域の人が、
平和への願いを込めて作成した1500基
のあんどんに一斉に灯がともされまし
た。あんどんは皆さんの思いのように、
やさしい光りを放ち、会場をあたたかく
包みました。

撮影日／10月22日　場所／広瀬町布部

2016 月号12
も く じ
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イ
エ
ロ
ー
バ
ス
に 

バ
ス
停
案
内
表
示
を
設
置

最近の主な動きを

お伝えします市政トピックス

　

11
月
か
ら
一
部
の
イ
エ
ロ
ー
バ
ス

の
車
内
前
方
部
分
に
、
バ
ス
停
案
内

の
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
運
転
手
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に

よ
る
案
内
で
し
た
が
、
導
入
車
両
で

は
、
次
の
バ
ス
停
を
常
に
画
面
に
表

示
。
ま
た
、市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
あ

ら
エ
ッ
サ
く
ん
」と
と
も
に
、ド
ジ
ョ

ウ
の
イ
ラ
ス
ト
が
起
用
さ
れ
る
な
ど

親
し
み
や
す
い
表
示
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

　

主
な
観
光
地
付
近
の
バ
ス
停
案
内

前
に
は
、
安
来
節
の
前
奏
部
分
の
三

味
線
の
音
（
約
５
秒
）
で
お
知
ら
せ
。

安
来
ら
し
い
案
内
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
案
内
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た

バ
ス
は
全
５
台
。
市
内
の
15
路
線
を

順
次
、
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

清
水
寺
の
参
道
入
口
に
建
つ
観
光

案
内
看
板
を
新
た
に
建
て
替
え
、
10

月
21
日
、関
係
者
に
披
露
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
看
板
は
昭
和
30
年
代

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
し
た
。
新
た
な
看
板
は

縦
３
・
６
ｍ
、
横
３
・
４
ｍ
で
、
境
内

を
俯
瞰
し
た
角
度
か
ら
建
物
・
名
所

を
紹
介
し
、
背
景
に
は
中
海
や
大
山

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紅
葉

や
ア
ジ
サ
イ
、
サ
ク
ラ
な
ど
も
紹
介

さ
れ
、
自
然
豊
か
な
地
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

清
水
寺
は
年
間
約
30
万
人
が
訪
れ

る
市
内
有
数
の
観
光
地
で
す
。
清
水

観
光
協
会
の
青
砥
洋
会
長
は
「
清
水

寺
の
玄
関
口
な
の
で
、
こ
の
看
板
で

よ
い
印
象
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

加
納
莞
蕾
と
キ
リ
ノ
元
フ
ィ
リ
ピ

ン
大
統
領
の
「
平
和
友
好
の
碑
」
の

除
幕
式
が
、
10
月
23
日
に
安
来
市
加

納
美
術
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
招
待
し
た
親
族

や
在
総
領
事
館
総
領
事
な
ど
の
来
賓

を
含
む
約
２
０
０
人
が
出
席
。
恒
久

の
平
和
と
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
両
国

の
友
好
を
誓
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
裁
判
を
受

け
て
い
た
戦
犯
の
助
命
活
動
に
取
り

組
ん
だ
加
納
莞
蕾
は
、
キ
リ
ノ
大
統

領
に
43
通
も
の
手
紙
を
発
信
。
手
紙

に
「
許
し
難
き
を
赦
す
」
と
書
か
れ

た
よ
う
に
、
大
統
領
自
身
も
妻
子
を

日
本
兵
に
殺
害
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
莞
蕾
の
活
動
に
応
え
る
よ

う
に
戦
犯
た
ち
を
解
放
。
平
和
に
向

け
た
第
一
歩
が
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

碑
は
こ
の
二
人
の
関
係
を
未
来
に

語
り
継
ぎ
、
恒
久
の
平
和
を
願
う
目

的
で
建
立
。
碑
の
大
き
さ
は
縦
１
・

８
ｍ
、
横
３
ｍ
。
二
人
の
関
係
を
刻

む
と
と
も
に
、
会
見
時
の
写
真
が
取

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
写

真
の
周
り
に
は
キ
リ
ノ
元
大
統
領
の

殺
さ
れ
た
子
ど
も
を
忘
れ
な
い
と
い

う
思
い
か
ら
３
人
の
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

が
舞
っ
て
い
ま
す
。

　

来
日
し
た
キ
リ
ノ
元
大
統
領
の
孫

の
エ
デ
ィ
・
キ
リ
ノ
さ
ん
は
「
日
本

人
が
大
統
領
の
行
い
を
こ
の
よ
う
に

認
知
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
う
れ

し
く
思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
比
友
好
60
周
年
の
記
念
の
年
に

「
平
和
友
好
の
碑
」
が
除
幕
さ
れ
、
未
来
へ
語
り
継
ぐ

清
水
寺
の
観
光
案
内
看
板
を

50
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

▲建物名などにはローマ字表記も加
えてあります。

▲画面には料金も表示されています。

▲記念碑は多くの皆さんからの寄
付で建立されました。
▼除幕を行う近藤市長ら関係者。
地元の子どもたちも参加しまし
た。
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　平成 28 年 10 月 9 日告示、10 月 16 日執行
の市長選挙及び市議会議員補欠選挙の結果は次
のとおりです。当日の有権者数は、33,792 人
（男性 15,979 人、女性 17,813 人）で、投票
者数 19,380 人（男性 9,134 人、女性 10,246
人）。投票率は 57.35％（前回 71.29％）で、男
性 57.16％（71.13％）、女性 57.52％（71.43％）
でした。
【市長選挙の開票結果】敬称略
　　（当選）近藤宏樹　１２，５６２票
　　　　　 葉田茂美　　６，５８６票
　※投票総数 19,380 票、うち無効投票 232 票

【市議会議員補欠選挙】
　候補者が選挙すべき定数（2人）を超えなかっ
たため、無投票となりました。
　（当選者）※左から届出順、敬称略
　

選挙管理委員会事務局（TEL23‐3135）

安来市長選挙及び
安来市議会議員補欠選挙の結果

平成 28 年熊本地震災害
義援金の受付は終わりました

　

鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震
で

は
、
被
災
し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
、
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
興
を

心
よ
り
祈
念
し
ま
す
。
安
来
市
で
は
被

災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
と
し
て

従
事
す
る
職
員
を
派
遣
し
、
ま
た
、
各

庁
舎
へ
の
義
援
金
箱
の
設
置
な
ど
支
援

に
努
め
て
い
ま
す
。

　　

私
は
、
10
月
16
日
の
安
来
市
長
選
挙

に
よ
り
市
民
の
皆
様
か
ら
負
託
を
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
３
期
目
と
な
る
市
政

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

過
去
８
年
間
、
新
し
い
安
来
市
を
形

づ
く
っ
て
い
く
歴
史
的
な
時
期
に
、
市

市
議
会
臨
時
会
の
市
長
所
信
表
明

次
代
に
引
き
継
ぐ
確
か
な
礎
を
築
く
決
意
で
す

誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す

11
月
２
日
に
市
議
会
が
開
催
さ
れ
、
初
め
に
近
藤
市
長
が
３
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
を

述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　４月に発生した熊本地震の被災者を支援するた
め、安来市では４月 18 日から義援金の受け付け
をしてきました。市庁舎での受付は 10 月 27 日で
終了しました。集まったお金は、日本赤十字社島
根県支部を通じて被災者のために使われます。
　ご協力、ありがとうございました。
●義援金総額　900,086 円

▲高齢化対策も充実
させていきます。

三島静夫 向田　聡
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　安来市には日本遺産に認定された「た
たら製鉄」、安来節、足立美術館、清水
寺など、多くの文化があります。文化
や芸術を輝く光として発信していける
ように「炎」をモチーフにしています。
　また、市松模様で日本文化を表現。大
きさに変化をつけることで中海に映え
る朝日と夕日を連想させ、豊かな環境
と永続性を表しています。

中海・宍道湖
　水鳥フォトコンテスト

　中海・宍道湖はラムサール条
約に登録されている貴重な湿地
帯です。中海・宍道湖・大山圏
域市長会では、圏域の豊かな自
然を後世に残すためフォトコン
テストを行います。
　圏域に飛来し、生息する水鳥
を写真にとらえ、水鳥に愛され
る圏域の自然環境の魅力を伝え
る作品を募集します。

・募集期限：平成 29年 1月 10 日
・テーマ：「水鳥に愛される山陰
の水辺」

・その他：安来・松江・出雲・米子・
境港市内で撮影されたもの
詳しくは
http://www.nakaumi.jp/ へ

民
の
皆
さ
ん
と
の
公
約
の
実
現
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
３
大
事
業

を
は
じ
め
将
来
に
向
け
た
基
盤
整
備
な

ど
そ
の
多
く
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
く
に
、安
来
庁
舎
、総
合
文
化
ホ
ー

ル
な
ど
は
、
多
彩
な
文
化
を
育
ん
で
き

た
安
来
市
の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
核
と
し
て
更
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

人
口
減
少
社
会
で
の
地
方
都
市
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
中
山
間
地
域
・
中
心

市
街
地
な
ど
を
は
じ
め
、
喫
緊
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
安
来
市
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、

安
来
市
の
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
生
か

し
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
と
も
に
一

層
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

次
代
に
引
き
継
ぐ
確
か
な
礎
を
築
く
４

年
間
に
す
る
決
意
で
す
。

　

工
業
団
地
整
備
や
大
型
ほ
場
整
備
、

特
殊
鋼
産
業
の
支
援
な
ど
各
種
産
業
を

振
興
す
る
こ
と
に
よ
り
、
若
者
が
夢
を

持
っ
て
働
け
る
場
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
豊

か
な
老
後
を
送
れ
る
よ
う
、
子
育
て
・

教
育
環
境
や
医
療
・
福
祉
な
ど
各
種
支

援
策
を
更
に
充
実
さ
せ
ま
す
。
誇
り
を

も
っ
て
こ
の
地
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
月
山
富
田
城
跡
整
備
を
は
じ
め
歴

史
伝
統
文
化
を
守
り
伝
え
る
と
と
も

に
、
観
光
振
興
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
快
適
な
暮
ら
し
と
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
よ
う
、
切
川
バ
イ
パ
ス
を

は
じ
め
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
や
交

通
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
基
盤
整
備
に

努
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、
公
共
施
設
の
適
正
化
な
ど

積
極
的
な
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
持

続
可
能
で
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
「
新
市
役
所
」
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
安
来
市
は
山
陰
地
方
の
中

核
で
人
口
・
産
業
が
集
積
す
る
「
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
」
と
日
本
遺

産
認
定
を
弾
み
に
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る
「
鉄
の
道
文
化
圏
」
と
い
う
将
来
性

の
高
い
２
つ
の
圏
域
の
結
節
点
で
す
。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
、
圏
域

全
体
が
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
広

域
連
携
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

　

今
後
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

「
老
若
男
女
が
安
心
し
て
住
め
る
活
力

あ
る
安
来
市
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し

て
、
着
実
に
一
歩
一
歩
、
誠
心
誠
意
、

全
力
で
市
政
に
取
り
組
む
こ
と
を
誓

い
、
私
の
所
信
と
い
た
し
ま
す
。

※
義
援
金
は
11
月
22
日
ま
で
で
す
。

※
３
大
事
業
：
給
食
セ
ン
タ
ー
、市
庁
舎
、

総
合
文
化
ホ
ー
ル
建
設
事
業

総合文化ホール「アルテピア」　
　　　　のロゴマークが決定

▲今年度から全ての幼稚園・保育所・認定こども園に外国人
指導助手を派遣。幼児期から国際感覚を育んでいきます。

近藤宏樹市長
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■

認
知
症
？
ど
ん
な
病
気

　

脳
は
、
私
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
の
活

動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
司
令

塔
で
す
。
そ
れ
が
う
ま
く
働
か
な
け

れ
ば
、
精
神
活
動
も
身
体
活
動
も
ス

ム
ー
ズ
に
運
ば
な
く
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
脳
細
胞
が
壊
れ
た

り
、
動
き
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
状

態
で
、
次
の
２
つ
が
主
な
原
因
と
な

る
疾
患
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

　

脳
内
の
神
経
細
胞
が
ど
ん
ど
ん
壊

れ
、
脳
が
次
第
に
萎
縮
し
て
い
き
、

知
能
、
身
体
全
体
の
機
能
が
衰
え
て

い
き
ま
す
。
原
因
は
不
明
で
、
特
効

薬
と
い
え
る
治
療
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■

認
知
症
の
症
状

▼
中
核
症
状
（
必
ず
見
ら
れ
る
症

状
）

①
記
憶
障
害

・
新
し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い

②
見
当
識
障
害

・
時
間
や
季
節
の
感
覚
が
薄
れ
る

・
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
正

　

し
く
認
識
で
き
な
く
な
る

・
迷
子
に
な
っ
た
り
、
遠
く
に
歩
い

　

て
行
こ
う
と
す
る

③
理
解
・
判
断
力
の
低
下

・
考
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る

・
二
つ
以
上
の
こ
と
が
重
な
る
と
う

　

ま
く
処
理
で
き
な
く
な
る

・
些
細
な
変
化
、
い
つ
も
と
違
う
で

　

き
ご
と
に
混
乱
し
や
す
く
な
る

④
実
行
機
能
の
低
下

・
段
取
り
や
計
画
が
立
て
ら
れ
な
い

・
家
電
や
自
販
機
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
が

　

使
え
な
く
な
る

▼
周
辺
症
状
（
本
人
の
性
格
、環
境
、

人
間
関
係
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

か
ら
み
、
日
常
生
活
へ
の
適
応
を
困

難
に
す
る
症
状
）

・
妄
想
、
幻
覚

　

財
布
や
物
を
盗
ま
れ
た
と
思
い
込

　

ん
だ
り
、
現
実
に
な
い
も
の
が
見

　

え
た
り
、
聞
こ
え
た
り
す
る

・
う
ろ
つ
く

　

何
か
探
し
た
り
、
居
心
地
が
悪
い

　

と
歩
き
回
る

・
不
穏

　

い
ら
い
ら
す
る
。
一
人
に
す
る
と

　

落
ち
着
か
な
く
な
る

脳
血
管
性

　

脳
の
血
管
が
破
れ
た
り
、
詰
ま
っ

た
り
す
る
も
の
で
、
肥
満
や
高
血

圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

人
が
な
り
や
す
い
疾
患
で
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？
認
知
症

専
門
家
が
早
期
に
対
応
し
ま
す

認
知
症
初
期

　
　

集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
の
早
期
対
応
の
た
め

に
医
師
や
看
護
師
、
社
会
福
祉

士
な
ど
の
専
門
職
に
よ
り
構
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。

　

４
月
か
ら
設
置
さ
れ
、
認
知

症
の
症
状
が
進
行
し
自
ら
認
知

症
の
相
談
が
で
き
な
い
人
や
、

ご
家
族
や
地
域
の
人
が
勧
め
て

も
医
師
の
診
断
を
拒
む
人
な
ど

の
情
報
が
あ
れ
ば
、
自
宅
を
訪

問
し
、
病
院
で
の
診
察
を
勧
め

た
り
、
様
子
を
観
察
し
た
り
す

る
な
ど
適
切
な
対
応
を
行
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
認
知
症
を
早
期

に
発
見
し
、
安
定
し
た
医
療
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
、
病

状
の
進
行
を
食
い
止
め
ま
す
。

●
安
来
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
伯
太
）
℡
37-

１
５
４
０

　

国
内
の
認
知
症
の
人
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
約
４
６
２
万
人
（
平
成
24
年
度
）
と
推
定
さ
れ
、
お
よ
そ
７
人
に
１
人

の
割
合
で
す
。
高
齢
に
な
れ
ば
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
の
で
、
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
認
知
症
患
者
数
も
増

加
し
ま
す
。
認
知
症
の
人
が
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
認
知
症
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

特  集

最
近
す
ぐ
忘
れ
る

難
し
い
こ
と
が

で
き
な
い

今
日
は
何
日
？

▲支援チームの皆さん。
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認知症の予防
生活習慣

　認知症リスクを遠ざけるため、予防を意
識した生活習慣を心掛けしましょう。
◯食生活
　魚や野菜を多くして塩分のとり過ぎに注
意しましょう。酒・タバコは控えめに。
◯運動習慣

　

人
は
年
を
と
る
と
相
応
に

“
も
の
忘
れ
”
の
症
状
が
出

て
き
ま
す
。
認
知
症
と
“
も

の
忘
れ
”
の
区
別
は
、
一
般

の
人
で
は
判
別
が
難
し
く
、

当
院
で
多
く
相
談
を
受
け
る

事
例
の
一
つ
で
す
。
一
概
に

は
言
え
ま
せ
ん
が
、「
何
を

食
べ
た
か
を
忘
れ
る
」
の
は

も
の
忘
れ
で
、「
ご
飯
を
食

べ
た
こ
と
自
体
を
忘
れ
る
」

の
が
認
知
症
で
す
。
人
間
関

係
や
仕
事
、
生
活
な
ど
実
生

活
で
支
障
が
あ
れ
ば
、
で
き

る
だ
け
早
め
に
診
察
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

認
知
症
は
現
時
点
で
治

る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

放
っ
て
お
く
と
進
行
し
て
し

ま
い
ま
す
。
た
だ
、
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

す
。
つ
ま
り
早
い
段
階
で
診

察
を
受
け
る
こ
と
が
有
効
な

対
策
に
な
る
の
で
す
。

　

認
知
症
に
は
予
防
が
大
切

で
す
。
元
気
な
う
ち
か
ら
脳

の
活
性
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
ミ
ニ
サ
ロ
ン
へ
参
加

し
た
り
、
趣
味
を
持
っ
た
り

し
て
、
人
と
交
わ
っ
て
自
然

に
笑
顔
が
で
る
よ
う
な
生
活

が
脳
に
は
効
果
的
で
す
。
楽

し
み
な
が
ら
続
け
て
い
く
こ

と
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
は
独
居
の
高
齢
者
も

増
え
て
い
ま
す
。
認
知
症
の

人
が
長
く
地
域
で
暮
ら
し
て

い
く
た
め
に
は
、
別
居
の

家
族
が
地
域
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
医
師
な
ど
と
密
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
る
近
く
の

人
と
の
情
報
共
有
や
交
流

が
、
一
人
暮
ら
し
の
大
き
な

支
援
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

健やかな脳を保つ
◯脳を鍛える

　ウオーキングなどの有酸素運動
は脳の血流を良くします。毎日の
生活に取り入れましょう。
◯睡眠時間
　30 分以内の昼寝は、脳の健康に有効です。
◯積極的な社会参加
　認知症の発症には、人との接触頻度も大
きく関わっています。地域活動や趣味の会
に参加するなど、活動的な生活が大切です。

　脳は使わないと怠け者に
なってしまいます。認知症
になると低下しやすい３つ
の機能を、意識して元気な
うちから鍛えましょう。
　・自分で計画を立てて実行する
　・2つ以上のことを同時に行う
　・出来事を記憶し、それを思い出す
◯趣味で脳機能をアップ
　旅行 ･･･ 行き先や交通手段、宿泊先など
　　　　　の計画を自分で立てる。
　園芸 ･･･ 気候や成長により、管理の仕方
　　　　　や肥料の種類などを判断する。
　料理 ･･･ 栄養バランスを意識し、手順を
　　　　　考えながら、調理する。

認知症は早めの相談で　進行の抑制を

知っ
ていますか？認知症

オレンジリングは認知症サポーターの証です

杉原クリニック

院長　杉原徳郎医師
　精神科系認知症の専門医。
４月からは認知症初期集中
支援チームの一員としても
活動しています。
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認
知
症
本
人
の
キ
モ
チ

　
　
　
　
　
×

　
　
　
家
族
の
キ
モ
チ 認

知
症
本
人
は

不
安
や
つ
ら
さ
を
感
じ
て
い
ま
す

　

認
知
症
の
人
の
こ
と
を
、“
何
も

わ
か
っ
て
い
な
い
”“
言
っ
て
も
ム

ダ
”
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
認
知

症
の
人
に
も
発
症
前
と
同
じ
よ
う
に

感
情
が
豊
か
に
あ
り
ま
す
。

　

認
知
症
を
最
初
に
気
づ
く
の
は
本

人
で
す
。
発
症
す
る
と
、
同
じ
物
を

何
度
も
買
っ
て
し
ま
う
、
人
と
の
約

束
を
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
っ
た
失
敗

が
多
く
な
り
、
何
と
な
く
お
か
し
い

と
自
分
で
感
じ
ま
す
。
や
が
て
失
敗

が
積
み
重
な
り
、
不
安
に
駆
ら
れ
、

仕
事
や
生
活
へ
の
自
信
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
周
囲
か
ら
は
危
な
い
か
ら

と
行
動
を
制
限
さ
れ
が
ち
に
な
り
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
き
、
う
つ

状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

相
手
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を

　

私
た
ち
の
心
情
が
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
認
知
症

の
人
の
心
情
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

認
知
症
の
障
が
い
を
補
い
な
が

ら
、
今
ま
で
ど
お
り
の
付
き
合
い

を
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

不
安
な
気
持
ち
を
く
み
取
っ

て
、
さ
り
げ
な
く
、
自
然
に
、
不

安
を
取
り
除
く
対
応
が
で
き
れ

ば
、
そ
れ
が
最
善
の
助
け
に
な

り
、
認
知
症
の
人
も
落
ち
着
い
て

自
分
ら
し
く
生
活
が
で
き
ま
す
。

私
は
認
知
症
で
は
な
い
で
す

が
、
な
っ
た
ら
い
や
で
す
ね
。

や
り
た
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
か
ら
。（
90
代
男
性
）

子
ど
も
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
ん

よ
う
暮
ら
さ
な
い
け
ん
。
一
人

で
も
が
ん
ば
ら
ん
と
。

（
80
代
女
性
）

こ
こ
は
い
い
と
こ
ろ
よ
。
み

ん
な
私
の
話
を
聞
い
て
く
れ

る
。
私
も
み
な
さ
ん
の
話
し

を
聞
く
よ
う
に
し
て
る
わ
。

（
80
代
女
性
）

何
で
家
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た

の
か
ね
。
私
は
健
康
な
人
な
の

に
。（
80
代
女
性
）

認
知
症
の
市
内
施
設
に
入
居
し
て
い
る
人
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
に
囲
ま
れ
た
穏
や
か

な
こ
の
暮
ら
し
を
い
つ
ま
で
も

続
け
た
い
。（
80
代
女
性
）

と
ん
ち
ん
か
ん
な
こ
と
ば
か

り
言
っ
て
し
ま
う
。
ご
め
ん

よ
、
わ
か
ら
ん
こ
と
ば
か
り

で
。（
90
代
女
性
）
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家
族
の
キ
モ
チ

　

妻
が
認
知
症
だ
と
気
付
い
た
の

は
５
年
前
で
す
。
特
に
用
も
な
く

外
に
出
た
き
り
帰
っ
て
来
な
い
こ

と
が
度
々
続
き
、
認
知
症
か
と
疑

い
ま
し
た
。
発
症
し
て
か
ら
は
、

何
を
聞
い
て
も
上
の
空
で
、
次
第

に
表
情
も
暗
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。

　

外
出
は
続
き
ま
し
た
。
幸
い
家

に
は
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
事
故

や
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
心
配
が

あ
り
、
自
由
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

車
の
キ
ー
を
隠
し
、
夜
は
内
側
か

ら
戸
締
ま
り
を
し
て
外
に
出
ら
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。
今
を
思

う
と
、
家
で
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

の
は
退
屈
で
い
や
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
つ

も
一
緒
に
い
て
や
り
た
い
が
限
界

が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
施
設
に
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時

は
私
も
心
労
が
た
ま
り
、
毎
日
、

気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
日
に
日
に
悪
く
な
っ

認
知
症
に
気
づ
い
た
ら

一
刻
も
早
く
相
談
を

　

一
般
的
に
家
族
が
異
常
な
行
動
や

言
動
に
気
づ
く
と
と
ま
ど
い
、
そ
し

て
「
あ
の
人
が
ま
さ
か
」
と
否
定
が

起
こ
り
ま
す
。
次
に
先
の
見
え
な
い

介
護
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
混
乱
に

陥
り
、
絶
望
的
な
気
分
に
な
り
ま

す
。
介
護
を
家
族
だ
け
で
抱
え
込
む

の
は
困
難
で
す
。
早
く
医
療
や
福
祉

の
窓
口
を
訪
ね
ま
し
ょ
う
。

　

相
談
や
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

認
知
症
介
護
に
精
通
し
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
へ
の
割
り
切
り
、
受
け
入
れ

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
た
ど
り
つ
き
、

気
持
ち
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

割
り
切
る
ス
テ
ッ
プ
に
行
く
に
は

介
護
者
の
精
神
的
な
余
裕
が
必
要
で

す
。
こ
れ
は
認
知
症
本
人
や
家
族
に

対
す
る
周
囲
か
ら
の
理
解
や
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
利
用
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
年
前
か
ら
認
知
症
の
妻
（
80

代
）
の
介
護
を
自
宅
で
し
て
い
ま

す
。
記
憶
障
害
が
見
ら
れ
、
家
事

や
人
と
の
つ
き
あ
い
が
難
し
い
で

す
。
伝
え
た
い
こ
と
は
、
忘
れ
て

し
ま
わ
な
い
よ
う
に
な
る
べ
く
メ

モ
を
渡
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

快
活
で
明
る
か
っ
た
妻
が
家
で

横
に
な
っ
て
ば
か
り
で
、
素
直
で

な
く
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い

ま
す
。
た
だ
文
句
を
言
う
の
は
、

他
人
に
関
心
が
あ
る
裏
返
し
だ

と
思
い
、
自
宅
で
介
護
を
続
け
て

い
く
決
心
で
す
。
認
知
症
の
人
を

怒
っ
て
は
い
け
な
い
と
わ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
と
き
ど
き
自
己
中
心

に
振
る
舞
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、

暴
力
に
訴
え
た
く
な
る
よ
う
な
衝

動
に
駆
ら
れ
ま
す
。

�

（
安
来
町　

80
代
男
性
）

第 1ステップ
とまどい
否定

家族の気持ち
４つのステップ

第 2ステップ
混乱・怒り
拒絶

第3ステップ
割り切り

第4ステップ
受け入れ

知っ
ていますか？認知症

オレンジリングは認知症サポーターの証です

て
い
く
妻
を
見
る
の
は
大
変
つ
ら

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

（
広
瀬
町　

80
代
男
性
）
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高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、
認
知
症
の
人
は
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。
市
で
は
、
認
知
症
の
予
防
や
本
人
・
ご
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
制
度
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く

地
域
で
認
知
症
の
人
を

支
え
ま
す

■
地
域
の
見
守
り

◯
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
、
本
人
や
家
族
を
見
守
る
地
域
の

応
援
者
。
市
内
で
現
在
２
２
９
１
人

の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。（
平
成

28
年
３
月
31
日
時
点
）

◯
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

市
内
の
金
融
機
関
・
事
業
所
な
ど

で
組
織
。
業
務
中
に
認
知
症
の
疑
い

の
あ
る
人
な
ど
が
い
れ
ば
、
市
へ
通

報
し
早
期
発
見
に
つ
な
げ
ま
す
。

◯
緊
急
通
報
電
話

　

福
祉
課
℡
23-

３
２
２
４

　

認
知
症
に
限
ら
ず
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
急
病
や
災
害
時
に
緊
急
通

報
装
置
の
ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
市
や

警
備
会
社
と
通
話
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
安
否
確
認
に
も
使
用
で
き
ま
す
。

■
相
談

◯
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◯
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

高
齢
者
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
。

高
齢
者
が
自
宅
や
地
域
で
生
活
で
き

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
下
記
へ

◯
民
生
児
童
委
員

　

福
祉
課
℡
23-
３
２
１
１

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
に

対
す
る
サ
ポ
ー
ト
や
相
談
・
助
言
活

動
な
ど
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
地

域
社
会
の
福
祉
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◯
介
護
保
険
課
℡
23-

３
２
２
６

　

介
護
保
険
や
認
知
症
に
関
す
る
こ

と
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

　

介
護
保
険
を
利
用
す
る
人
に
援

助
・
助
言
を
行
う
介
護
の
専
門
家
。

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
介
護
事
業

所
な
ど
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

高齢者の皆さんのお困りごとは

まずは地域包括支援センターに相談を
　地域包括支援センターは高齢者の総合的な相談
窓口として、安来・広瀬・伯太の３箇所に設置さ
れています。同センターには看護師や社会福祉士、
ケアマネジャーなどが高齢者の暮らしをサポート
しています。
　一人暮らしの高齢者宅の訪問、悪質商法のクー
リングオフの手続き、介護のケアプランの作成、
行政サービスの紹介、介護予防教室・サークル紹
介など幅広く業務を行っています。認知症や日常
の生活に不安がある人はまずはご相談ください。

地域で認知症を見守りましょう

認知症サポーター養成講座
　 市 で は 認 知 症 サ
ポーターの養成を推
進しており、事業所
や交流センター、学
校などへ講師「キャ
ラバン・メイト」を
派遣し、出張講座を

行っています。症状や正しい接し方を学び、受講
者は「認知症サポーター」となります。受講を希
望される人は介護保険課℡ 23-3226 まで。

認知症サポーター
安来一中・松浦久司さん（一年生）
　認知症の人への対応は正解が
ないとのことでした。もし出会っ
たら、習ったことを思い出し、
相手の気持ちになって傷つけな
いように行動したいです。

安来市地域包括
支 援 セ ン タ ー

（総合相談）
   ℡ 32-9110

・認知症相談窓口
　℡ 37-1540

知っ
ていますか？認知症

オレンジリングは認知症サポーターの証です

▲
ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の

緊
急
通
報
電
話
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■
予
防

　

安
来
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
37-

１
４
３
２

◯
認
知
症
予
防
教
室

　

ゴ
ム
バ
ン
ド
教
室
、
シ
ル
バ
ー
健
康

講
座
な
ど
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。 

◯
自
治
会
サ
ロ
ン
・
サ
ー
ク
ル
活

動
・
老
人
ク
ラ
ブ
等
グ
ル
ー
プ
活
動

　

地
域
や
趣
味
の
活
動
な
ど
に
参
加

し
て
、
人
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う
。

■
生
活
支
援

　

安
来
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
28-

６
５
５
１

　

掃
除
、
洗
濯
、
調
理
、
整
理
整
頓
、

通
院
、
買
い
物
支
援
な
ど
日
常
生
活

の
お
手
伝
い
を
行
い
ま
す
。（
有
償
）

■
権
利
を
守
る

　

安
来
市
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　

℡
27-

７
８
８
８

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
金
銭
管

理
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

日
常
的
な
現
金
管
理
の
援
助
、
通

帳
実
印
な
ど
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
成
年
後
見
制
度

　

認
知
症
な
ど
判
断
能
力
の
不
十
分

な
人
を
保
護
し
、
資
産
管
理
や
生
活

支
援
の
制
度
に
よ
り
個
人
を
支
援
す

る
も
の
で
す
。

■
認
知
症
関
連
病
院

　

認
知
症
に
つ
い
て
心
配
な
場
合
、

か
か
り
つ
け
医
や
次
の
医
療
機
関
で

相
談
で
き
ま
す
。

精
神
科
系
の
医
療
機
関　

杉
原
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
℡
22-

１
２
２
２
）

安
来
第
一
病
院
（
℡
22-

３
４
１
１
）

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　

県
か
ら
指
定
を
受
け
た
専
門
医
療

機
関
。
医
療
の
提
供
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
と
の
連
携
も
行
い
ま
す
。

安
来
第
一
病
院
（
℡
22-

３
４
１
１
）

認
知
症
の
診
断
お
よ
び
治
療
を
行
う

専
門
医
療
機
関

安
来
第
一
病
院
（
℡
22-

３
４
１
１
）

安
来
市
立
病
院
（
℡
32-

２
１
２
１
）

入
院
が
必
要
な
認
知
症
患
者
に
対
応

す
る
専
門
の
医
療
機
関

安
来
第
一
病
院
（
℡
22-

３
４
１
１
）

一人一人が認知症を理解して、地域で見守る体制をつくりましょう

■
介
護
者
支
援

◯
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

安
来
認
知
症
の
人
と
家
族
・

支
援
者
の
会
℡
23-

０
７
３
１

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ご
み

℡
32-

４
９
３
０

　

認
知
症
本
人
や
そ
の
家

族
、
予
防
を
目
的
と
し
た
人

の
集
ま
り
で
、
交
流
や
情
報

交
換
を
行
い
ま
す
。

◯
認
知
症
家
族
の
集
い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
37-

１
５
４
０

　

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
人
や
、
し
た
こ
と
の

あ
る
人
の
集
ま
り
で
す
。

認知症サポーターの養成や見守りネットの拡大
などを積極的に推奨し、地域でも支えていく体
制を整えていく必要があります。
　認知症は誰でも発症する可能性があり、いつ
本人やご家族が認知症になるかわかりません。
診断されたら誰でも不
安になります。地域に
は、認知症の人、障が
い者、高齢者、子ども
などいろんな人がいま
す。皆さんには良い意
味で他者への関心を
持っていただきたい。
他者を正しく理解する
ことによって偏見がな
くなり、誰でも安心し
て暮らせる地域が築け
るはずです。

　平成 26 年度に市内で介護保険の認定を受け
た人は 2855 人います。その内 55％にあたる
1573 人が、認知症の症状があるのではないか
と思われます。診断まで至っていない人を含め
ると、さらに多いと予測しています。
　市では、地域包括支援センターが中心とな
り、相談窓口の設置、訪問、介護予防などの認
知症対策を行っています。今年度からは認知症
初期集中支援チームを設置しました。これによ
り一人暮らしの人や診断が困難な人など認知症
の疑いのある人を早期に発見し、早期治療につ
なげます。また、市内には県内で３つしかない
認知症疾患医療センターや、認知症関連病院、
グループホームなど専門施設が多くあり、介護
保険の事業所と連携して総合的なサービスを
行っていく考えです。
　日本はこれから超高齢化社会を迎えます。認
知症の人はますます増え続けていくでしょう。

◀オレンジカフェの様子。介護相談、健康講話、工作、運動な
どさまざまな催しが行われ、予防の人も多く参加します。支援
者の会は第２日曜（荒島）・第４日曜（安来）、なごみは第１水
曜（広瀬）に開催。

安来市介護保険課

課長　髙木　肇
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来
か
ら
の
お
知
ら
せ

い
ろ
い
ろ
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
で
、

　
皆
さ
ん
の
就
職
活
動
を
応
援
し
ま
す

【
職
業
相
談
・
紹
介
】

　「
自
分
の
条
件
に
合
っ
た
求
人
が
な

い
」「
応
募
を
検
討
し
て
い
る
会
社
の

詳
し
い
情
報
が
知
り
た
い
」
な
ど
、
職

業
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
に
応
募
を
希

望
す
る
時
に
は
、
求
人
者
と
の
面
接
日

時
な
ど
も
調
整
し
ま
す
。ま
た
、ス
ム
ー

ズ
に
面
接
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
紹
介

状
」
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

【
適
職
診
断
の
実
施
】

　「
自
分
に
は
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て

い
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
に

は
、
適
職
診
断
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専

用
の
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す
る
だ
け
で
診

断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
応
募
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
応
募
書
類
（
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
）

の
作
成
方
法
や
面
接
対
策
に
つ
い
て
の

「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
毎
月
行
っ

て
い
ま
す
。（
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
）。
ま
た
、応
募
書
類
の
添
削
サ
ー

ビ
ス
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

【
職
業
訓
練
の
ご
案
内
】

　
今
後
、
技
術
・
技
能
を
身
に
付
け
て

再
就
職
を
目
指
し
た
い
と
い
う
人
に

は
、
各
種
職
業
訓
練
の
情
報
の
提
供
・

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

訓
練
修
了
後
に
は
職
業
訓
練
施
設
と
連

携
し
て
再
就
職
ま
で
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

【
事
業
所
説
明
会
の
開
催
】

　
安
来
市
内
の
企
業
ま
た
は
通
勤
エ
リ

ア
の
企
業
に
よ
る
事
業
所
説
明
会
を
随

時
開
催
し
て
い
ま
す
。
企
業
や
求
人
内

容
の
詳
し
い
説
明
が
聞
け
る
貴
重
な
機

会
で
す
。

【
求
人
情
報
の
提
供
】

　
求
人
情
報
閲
覧
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
自
ら
が
希
望

条
件
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国

の
求
人
情
報
を
検
索
・
閲
覧
で
き
ま

す
。
操
作
は
簡
単
で
す
。

　
ま
た
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来
週
刊

求
人
情
報
」「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来
急

募
求
人
情
報
」
な
ど
の
情
報
紙
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

☎
22

－

２
５
４
５
、
月
～
金
曜
日
８
時

30
分
～
17
時
15
分
（
祝
日
は
除
く
）

安
来
町
９
０
３

－

１

今
年
に
入
り
市
内
の
雇
用
情
勢
は
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
広
が
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
企
業
は
働
く
人
を
求
め
る
一
方
、
就
職
希
望
者
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
減
ら
す
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は

様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。
就
職
に
関
す
る
相
談
に
お
応
え
す
る
ほ
か
、

就
職
活
動
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
就
職
先
は
、
松

江
市
や
米
子
市
に
向
い
て
い
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
も
、
魅
力
あ

る
企
業
や
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。
地
元
の

方
が
地
元
の
企
業
の
こ
と
を
ご
存
じ

で
な
い
ケ
ー
ス
が
、
意
外
と
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
ね
。

　

管
内
の
今
年
１
月
以
降
の
有
効

求
人
倍
率
の
平
均
は
１・
４
倍
を
超

え
、
人
手
不
足
感
が
あ
り
ま
す
。
働

き
手
を
求
め
て
い
る
地
元
の
事
業
所

が
多
い
こ
と
か
ら
、
現
在
は
そ
の
求

人
の
充
足
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
求
人
票
に
は
、
企
業
か
ら
の
詳
し

い
募
集
条
件
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
職
業
相
談
窓
口
で
は
、
求
人
票

の
内
容
説
明
の
ほ
か
企
業
の
採
用
担

当
者
か
ら
直
接
お
聞
き
し
た
詳
し
い

内
容
を
お
話
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
窓
口
も
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　
も
ち
ろ
ん
、
応
募
先
が
決
ま
っ
て

い
な
い
場
合
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

ハローワーク安来
齋木和紀　所長
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（倍）（人） 月間有効求職者数 月間有効求人数 有効求人倍率

1.341.34

▲求人はタッチパネル式のパ
ソコンで簡単に検索するこ
とができます。窓口では検
索のコツをアドバイスして
います。

職
業
相
談
窓
口
を

　
ご
活
用
く
だ
さ
い



13 2016 月号12

詐さ

ぎ欺
注
意

特殊特
殊
詐
欺
が
市
内
で
も
２
件
発
生
し
て
い
ま
す

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い

還付金・架空請求・名義貸し詐欺
もしかしてと思ったら、

　安来警察署
　☎ 22-0110
悪質商法については

市役所市民相談室
　☎ 23-3068

　

連
日
、
新
聞
紙
面
な
ど
に
「
特
殊
詐

欺
被
害
」「
不
審
電
話
・
・
」「
サ
イ
ト

利
用
料
請
求
・
・
」
等
の
事
件
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
件

は
、
市
内
で
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
自

分
に
も
起
こ
り
う
る
も
の
と
し
て
注
意

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
殊
詐
欺

の
実
態
に
つ
い
て
安
来
警
察
署
丸
本
到

署
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ー
市
内
の
状
況
は

　

安
来
市
内
で
発
生
し
て
い
る
主
な
特

殊
詐
欺
の
手
口
に
つ
い
て
は
、
予
兆
電

話
を
含
め
、「
架
空
請
求
詐
欺
」「
還
付

金
等
詐
欺
」
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が

ら
市
内
で
は
今
年
に
入
り
こ
の
よ
う
な

特
殊
詐
欺
被
害
が
、
２
件
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

実
際
に
は
警
察
署
に
通
報
さ
れ
て
い

な
い
件
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
多
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
や
は
り
狙
わ
れ
て
い
る
の
は
高
齢
者

　

県
内
で
見
る
と
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
被
害
が
約
７
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
架
空
請

求
詐
欺
な
ど
で
20
～
30
歳
代
の
被
害
が

多
い
の
も
特
徴
で
す
。

ー
最
近
の
手
口
は

　

名
義
貸
し
と
言
っ
て
、犯
人
側
が「
あ

な
た
の
名
義
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
と

話
を
持
ち
か
け
、
そ
れ
に
了
解
す
る

と
、
そ
の
後
、「
名
義
貸
し
は
違
法
だ
。

警
察
に
捕
ま
る
。
助
け
て
あ
げ
る
の
で

お
金
を
送
り
な
さ
い
」
と
不
安
に
陥
れ

て
だ
ま
し
、
宅
急
便
な
ど
で
お
金
を
県

外
に
送
ら
せ
る
と
い
う
手
口
で
す
。「
名

義
を
貸
し
て
」「
名
義
貸
し
は
違
反
だ
」

と
言
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
は
詐
欺
で
す
。

ー
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば

　

特
殊
詐
欺
な
ど
の
犯
人
は
、
犯
行
に

使
用
し
た
電
話
を
警
察
に
止
め
ら
れ
る

こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
最

初
の
犯
行
電
話
は
番
号
非
通
知
で
か
け

て
き
ま
す
。
ご
自
宅
や
携
帯
の
電
話
を

「
非
通
知
電
話
着
信
拒
否
設
定
」
に
す

る
こ
と
は
非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

物
理
的
に
犯
人
と
話
さ
な
い
環
境
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
の
設
定
が
な
い
場
合
は
、
電
話
を

常
に
「
留
守
番
電
話
」
に
し
た
り
、
電

話
番
号
が
表
示
さ
れ
る
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
お
く
こ
と

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
相
手
を
確
認
し

て
か
ら
電
話
に
出
た
り
、
か
け
直
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
で
す
。

ー
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
身
近
な
人
に 

相
談
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
ね

　

そ
う
で
す
。
少
し
で
も
怪
し
い
と

思
っ
た
ら
警
察
署
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
家
族
や
近
所
の
人
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
こ
と
が
、
早
期
犯
人
検

挙
・
被
害
拡
大
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

犯
人
は
警
察
な
ど
に
相
談
さ
せ
な
い
よ

う
言
葉
巧
み
に
誘
導
し
て
き
ま
す
。
勇

気
を
持
っ
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら
Ａ

Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い
る
人
を
見
た
ら
、

警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

被害者の年齢別内訳

安来警察署
　丸本到署長

県内の特殊詐欺の発生状況
　　　　　　　　　（平成28年９月末）

被害件数 39 件
振り込め詐欺 35 件
振り込め類似詐欺 4 件

被害金額 約 1 億 2,954 万円
振り込め詐欺 約 9,775 万円
振り込め類似詐欺 約 3,179 万円

人数 39 人（男性36％、
　　　  女性64％）

2017年安来市消費生活カレンダーをお配りしています。消費者被害防止用に製作
したカレンダーです。詳しくは本号と同配付の「ホットハート通信」をご覧ください。

20代
（5人）

30代
（4人）

50代（2人）

60代（65歳未満）
（1人）

60代（65歳以上）
（4人）

70代
（15人）

80代
（8人）
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とぴっくす
身近なまちの話題や出来事を紹介します
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　地域に住み、魅力発信やブランドの発掘などを行
う安来市の地域おこし協力隊４人目に大森裕美さん
が着任しました。昨年７月に都内で行われた新農業
人フェアで安来市のブースを訪れたことがきっかけ
で、神奈川県横浜市から移住を決意。赴任地となる
穂日島町の農業サポートセンターで、農業活性化に
向け、農家を支える活動を行う予定です。
　11月１日、辞令交付を受けた大森さんは「農業サ
ポーターを増やし、農家の要請に常に応えられる体
制を整え、農家を支援したい」と抱負を語りました。▲市長から激励を受ける大森さん（左）。任期は

11月～平成29年３月末まで。

灯りに包まれる
清水寺

　第12回安来市総合文化祭の展示部門が10月７
日～10日まで安来中央交流センターで開催され
ました。会場には感性に満ちあふれる秀作がず
らり。華道、工芸立体、写真、書道、日本画、
俳画、自由応募を合わせた総数364点が展示さ
れました。
　佐久保町の稲田幹雄さんは、広告紙を細く丸
めたものを組み合わせ、背丈を超えるほどの城
や塔、車などの紙工芸を製作。「見ている人が
楽しんでくれれば」と話していました。

感性豊かな秀作並ぶ
市民文化祭

◀会場ではお
茶席や散策
ツアー、コ
ンサートな
ど、様々な
催しが用意
されていま
した。

　清水寺の境内を灯りやライトで演出する「清水
寺灯参道」イベントが10月22日から２日間、開催
されました。日が沈む時間になると、徐々に行

あんどん

灯
などに灯がともされ、昼間とは違った雰囲気に様
変わり。来場者は秋の夜と、神秘的なお寺の雰囲
気を楽しんでいました。

▲作品を鑑賞する来場者
◀紙で作った工芸品と製作者
の稲田さん

４人目の隊員、農家をサポート



写真で振り返る
なかうみマラソン
全国大会 2016

　11月６日に開催した大会には4907人が参加。３世
代、夫婦、仲間、そして家族の声援を受けながらの独
走と、それぞれの思いを背に中海沿岸のコースを疾走
したりウオーキングしたりしました。
　肌寒い日となった大会当日。ゴール後に参加者は、
会場で振る舞われたしじみ汁で暖をとったり、特産品
が販売されたグルメ村で食事をとったりと大会を満喫
していました。
　大会の様子をカメラで追いました。

15
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認定こども園・幼稚園・
　　　　保育所 ( 園 )・児童館
平成２９年度

入園（所）児童を募集します
入園（所）を希望する施設に応じた「教育標準時間認定」や「保育認定」を受
ける必要があります。安来市では認定申請と入園（所）申込を同時に行います。

【保育施設利用のための３つの認定区分】
認定区分 対象年齢 教育・保育の形態 利用施設

1号認定
（教育標準時間認定） ３～５歳児 教育を希望し、保育の必要がない場合

●幼稚園
●認定こども園

2号認定
（保育認定） ３～５歳児 ｢ 保育の必要な事由 ｣

があり、保育所などで
の保育を希望する場合

●保育所 ( 園 )
●認定こども園３号認定

（保育認定） ０～２歳児

区分 施設名
定員 ( 人 )

対象年齢 開所・開園時間等
１号 ２・３号

公立幼稚園

安来幼稚園 １８０

３歳～就学前
8：30 ～ 14：00
※預かり保育 (14 時以降の保育 )
は各園で異なります。

島田幼稚園 ５０
能義幼稚園 ５０
宇賀荘幼稚園 ５０

公立保育所
安来保育所 １１０生後 57 日～就学前 7：00 ～ 19：00

※延長保育時間は、保護者の認
定状況により異なります。切川保育所 ６０１歳～就学前

公立認定こども園

認定こども園荒島 １９ ８０
１歳～就学前
※１号は３歳～ 【１号】

8：30 ～ 14：00
※預かり保育 (14 時以降の保育 )
は各園で異なります。

【２・３号】
7：00 ～ 19：00（延長保育時間
を含む）
※延長保育時間は、保護者の認
定状況により異なります。

認定こども園飯梨 ５ ６０
認定こども園大塚 ５ ６０
認定こども園広瀬 ２０ ７５

生後 57 日～就学前
※ 1号は 3歳～

認定こども園布部 ５ ３０
認定こども園比田 ５ ４５
認定こども園安田 １０ ８０
認定こども園母里 １０ ６０
認定こども園井尻 ５ ３０
認定こども園赤屋 ５ ２５

私立認定こども園
ふたばこども園 １５ １３０生後 57 日～就学前

※ 1号は 3歳～あかえこども園 １５ ８０

私立保育所

やすぎ保育園 ６０

生後 57 日～就学前

7：00 ～ 19：00
あゆみ保育園は 7：30 ～ 19：30
※延長保育時間は、保護者の認
定状況により異なります。

みゆき保育園 １２０
ひろせ保育園 １２０
あゆみ保育園 ３５

指定管理保育所 城谷保育所 ９０
　　　　

【市内の教育・保育施設の募集内容】

※ふたばこども園（現：ふたば保育園）、あかえこども園（現：赤江保育所）は平成２９年３月に認可予定です。

募集期間は、12月１日（木）～ 12月 16 日（金）です。
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対象　市内在住で、保護者が仕事や病気などのため
保育施設での保育を必要とする人

開所（園）時間　７時～ 19 時　
　　（あゆみ保育園は７時 30 分～ 19 時 30 分）
　※延長保育の時間は、保護者の認定状況により
　　異なります。
保育料　入園（所）児童の年齢と保護者の市民税額
　などで決定します。　　　　　　　　　　　　　
　※延長保育の利用時間に応じて延長保育料が別
　　途かかります。
申込先　子ども未来課（安来市健康福祉センター）、
　保育所（園）、認定こども園、市民課④窓口（安
　来庁舎）、広瀬地域センター（広瀬庁舎）、伯太地
　域センター（伯太庁舎）
その他　入園（所）申し込みの際に父母の就労証明

書などが必要となります。現在入園（所）中の児
童についても、申し込みが必要です。

対象　市内在住で、教育を希望する下記の児童
　　５歳児 ･･･ 平成 23 年４月２日～平成 24 年４
　　　　　　　月１日生
　　４歳児 ･･･ 平成 24 年４月２日～平成 25 年４
　　　　　　　月１日生
　　３歳児 ･･･ 平成 25 年４月２日～平成 26 年４
　　　　　　　月１日生
教育標準時間　８時 30 分～ 14 時
　※教育標準時間を除く預かり保育（14 時以降の
　　保育）は、幼稚園・認定こども園により異なり
　　ます。詳しくは、各園までお問合せください。
保育料　保護者の市民税額などで決定します。　　
　※教育標準時間外は、利用時間に応じて預かり
　　保育料が別途かかります。
申込先　各園へ申込書を提出してください。
その他　現在入園中の園児についても、申し込みが
　必要です。各園の応募状況によっては、他の園へ
　調整を行います。

各認定区分の応募要領です
　（認定区分：１号）
　　　幼稚園・認定こども園

　（認定区分：２号・３号）
　　　保育所（園）・認定こども園

児童館は保育認定の対象外施設です
対象　市内在住の３歳～就学前の児童 
定員　30 人
保育時間　８時 30 分～ 16 時 30 分
保育料 　月額 8,500 円　
申込先　子ども未来課（安来市健康福祉センター）
その他　応募状況によっては、他の保育施設などへ
　の調整を行います。

　山佐児童館の入所募集
各園（所）の問い合わせ先

募集期間　１２月１日（木）～１２月１６日（金）
問い合わせ先　子ども未来課　電話０８５４－２３－３２１４

※現在、休園（館）中の施設については、子ども
未来課へ申込書を提出してください。

▼認定こども園荒島 28-8510 ▼安来幼稚園 22-2129
▼認定こども園飯梨 28-6447 ▼島田幼稚園 22-5325
▼認定こども園大塚 27-0051 ▼宇賀荘幼稚園 23-3214
▼認定こども園広瀬 32-3807 ▼能義幼稚園 22-2244
▼認定こども園布部 36-0227 ▼やすぎ保育園 22-2496
▼認定こども園比田 34-0244 ▼みゆき保育園 22-3567
▼認定こども園安田 37-0059 ▼ひろせ保育園 32-4718
▼認定こども園母里 37-1382 ▼あゆみ保育園 23-1557
▼認定こども園井尻 37-1059 ▼安来保育所 22-2219
▼認定こども園赤屋 38-0210 ▼切川保育所 22-3815
▼ふたばこども園 23-1577 ▼城谷保育所 22-2948
▼あかえこども園 28-8634 ▼山佐児童館 23-3214
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和田管理栄養士のちょっこし食育レシピ

今
こんげつ

月の数
すうじ

字は「+
プラス

６」だよ

　就
しゅうしょく

職や進
しんがく

学、誕
たんじょう

生、死
し ぼ う

亡などで市の人
じんこう

口は
日
ひ び

々、変
へ ん か

化しています。現
げんざい

在は少
し ょ う し こ う れ い か

子高齢化の
時
じ だ い

代。安来市でも人口の自
しぜんげんしょう

然減少が続いています。
こうしたなか、平成27年中の30歳代の社

し ゃ か い い ど う

会移動
がプラス６人になりました。社会移動とは転

てんにゅう

入し
てきた人と転

てんしゅつ

出した人の差
さ

から求
もと

めます（転入－

転出）。ちなみに平成25年は▲71人、平成26年
は▲38人と転入した人より転出した人のほうが
多い、転

てんしゅつちょうか

出超過の状
じょうきょう

況でしたが、平成27年は転
入超過になりました。
　30歳代は結

けっこん

婚や出
しゅっさん

産、住
じゅうきょ

居の購
こうにゅう

入が多い世
せ だ い

代
です。この世

せ だ い

代が増
ぞ う か

加すれば、子どもの人
にんずう

数が増
えたり市の税

ぜいしゅう

収が増えたりします。また、まちに
活
か っ き

気が生まれます。
　市では、この世代が定

ていじゅう

住しやすい環
かんきょう

境づくりを
進めています。企

きぎょう

業を誘
ゆ う ち

致して働
はたら

く場
ば

を設
もう

けたり、
住
じゅうたくち

宅地を整
せ い び

備して住む場
ば し ょ

所を確
か く ほ

保したりしていま
す。また、住

じゅうたくこうにゅう

宅購入や子
こ そ だ

育て支
し え ん

援、教
きょういくたいさく

育対策など、
総
そうごうてき

合的な事業に取り組んでいます。安来市の人口
増
ぞうたいさく

対策は、この世代の社会増を目
め ざ

指しています。
（定

てい じ ゅ う き か く か

住企画課）　　　　　　　　　※▲はマイナス

数字でみる
安来市

里芋バーグ

for kids

▶
安
来
市
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
ご

当
地
婚
姻
届
」。
結
婚
も
人

口
増
の
重
要
な
要
因
で
す
。

（材料）　　　　　　（４人分）
里芋　　　　　　　３００ｇ
みそ　　　　　　　 大さじ１
卵　　　　　　　　   　１個
鶏ミンチ　　　　　２００ｇ
パン粉　　　　　    １／２カップ　
油　　　　　　　　大さじ１
ケチャップ　　　　大さじ２
ソース　　　　　　小さじ２
ブロッコリー　　　　８０ｇ
ミニトマト　　　　　　８個

塩分
1.1g

237
　Kcal

①里芋はたわしなどできれいに洗い、かぶるくらい
の水を入れた鍋で、ゆっくりと煮る。竹串がスッ
と通るぐらいやわらかくなったら、流水で十分に
冷やし、包丁または手で皮をむく。

②もう一度、鍋に戻して水分をとばし、みそと混ぜ
てつぶす。

③②に鶏ミンチ、卵、パン粉を加えて混ぜ合わす。
④③を４等分にして油を熱したフライパンで焼く。
⑤ケチャップとソースを混ぜて、上からかける。
⑥ブロッコリーはゆでて、ミニトマトとともに添え

て、できあがり。

ポイントは

塩分控えめです

食感をいかし、 ねっとりホクホク
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す
。
平
成
16
年
の
合
併
時
に
は
、
旧
安

来
市
の
料
金
に
統
一
し
ま
し
た
。（
表

１
参
照
）

　

こ
れ
に
よ
り
広
瀬
・
伯
太
地
域
の
料

金
は
、
２
１
３
０
円
か
ら
１
２
４
４
円

と
８
８
６
円
程
度
の
値
下
げ
（
口
径
13

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
１
カ
月
10
立
法
メ
ー

ト
ル
使
用
し
た
場
合
）
と
な
り
ま
し

た
。
以
後
、
職
員
の
削
減
、
企
業
債
補

償
金
免
除
繰
上
償
還
の
実
施
、
企
業
債

発
行
の
抑
制
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
20

年
間
一
度
も
料
金
改
定
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。

料
金
改
定
の
理
由

　

現
在
の
料
金
は
、
一
般
家
庭
（
大
人

２
人
・
子
ど
も
２
人
の
４
人
家
族
、
水

道
口
径
13
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
１
カ
月
20

立
方
メ
ー
ト
ル
使
用
し
た
場
合
）
で

２
６
８
８
円
（
税
込
）
で
す
。（
前
号

14
ペ
ー
ジ
の
「
県
内
の
市
ご
と
の
水
道

料
金
」
グ
ラ
フ
を
参
照
く
だ
さ
い
）

　

安
来
市
は
、
県
内
８
市
の
中
で
２
番

目
に
安
価
な
水
を
供
給
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
の
事
業
を
継
続
す

る
た
め
水
道
料
金
の
改
定
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
主
に
次
の
４
つ
の
理
由

が
あ
り
ま
す
。

①
人
口
の
減
少
、
節
水
機
器
の
普
及
に

よ
り
、
料
金
収
入
の
減
少
。

②
市
内
の
主
な
水
道
施
設
等
の
老
朽
化

と
耐
震
化
に
よ
る
施
設
更
新
費
用
の
増

加
。
今
後
10
年
間
で
約
60
億
円
必
要
。

③
島
根
県
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
る
用

水
に
係
る
費
用
の
増
加
（
18
年
間
で

６
千
万
円
増
加
）。

④
国
の
制
度
改
革
に
よ
っ
て
簡
易
水
道

事
業
を
上
水
道
事
業
に
統
合
す
る
こ
と

に
よ
る
、
国
の
支
援
の
減
少
と
、
簡
易

水
道
事
業
の
減
価
償
却
費
の
発
生
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
将
来
の
収
支
見

通
し
を
試
算
す
る
と
、
大
き
な
財
源
不

足
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
今
回
、
水

道
料
金
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

次
回
は
、
具
体
的
な
料
金
改
定
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

広
報
や
す
ぎ
11
月
号
か
ら
水
道
料
金

改
定
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
２
回
目
は
現
在
の
水
道
料
金
の
経

過
と
、
料
金
改
定
の
経
緯
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

水
道
料
金
の
経
過

　

現
在
の
水
道
料
金
は
、
旧
安
来
市
時

代
の
平
成
９
年
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で

施
設
の
老
朽
化
・
耐
震
化
で
約
60
億
円
必
要

将
来
の
収
支
見
通
し
は
、
財
源
が
不
足
し
ま
す

問い合わせ
水道管理課
電話 23-2020

水
道
料
金
改
定
②

表１：合併時の料金比較（1カ月あたり : 消費税抜）
使用水量 新安来市（合併後） 旧安来市 旧広瀬町（広瀬・布部） 旧広瀬町（左記以外） 旧伯太町
10㎥使用時 1,244円 1,244円 1,590円 2,130円 2,130円
20㎥使用時 2,489円 2,489円 2,990円 3,730円 3,080円

※合併時、旧安来市の料金に統一された

収支予測結果概要（現行料金）
単位：億円

Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 ５年平均
収入 8.12 8.07 8.06 8.00 7.91 8.03
支出 10.31 10.27 10.23 10.02 9.84 10.13
収支 －2.19 －2.20 －2.17 －2.02 －1.93 －2.10

1,000

1,250

1,500

1,750

2,000

2,250
（円）

新安来市
（合併後）

1,244円 1,244円

1,590円

2,130円 2,130円

旧広瀬町
（広瀬・布部）

旧広瀬町
（左記以外）

旧安来市 旧伯太町

10㎥使用時

◀老朽化した水
道管の更新工事
の様子（安来町）。

◀市内の上水道
自己水源３ヵ所
のうち、最も老
朽化の進む宮内
水源地（昭和９
年共用開始）。

10㎥平均　1,774円
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連
載
３　

神
々
が
伝
え
る
た
た
ら
製
鉄

日
本
遺
産
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」

　

日
本
古
来
の
「
た
た
ら
製
鉄
」
は
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
重
要
な
産

業
で
あ
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
技

と
歴
史
の
始
ま
り
は
神
話
に
よ
っ
て
彩

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
た
ら
製
鉄
を
伝
え
る
出
雲
神
楽

　

私
た
ち
は
ス
サ
ノ
オ
の
ヤ
マ
タ
ノ
オ

ロ
チ
退
治
神
話
の
世
界
を
、
神
楽
を
通

じ
て
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
出

雲
地
方
で
は
、
こ
の
神
話
を
「
た
た
ら

製
鉄
の
歴
史
」
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら

語
り
継
い
で
き
ま
し
た
。
登
場
す
る
ヤ

マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
砂
鉄
採
取
の
影
響
で

氾は
ん
ら
ん濫
す
る
川
に
な
ぞ
ら
え
、
退
治
し
た

オ
ロ
チ
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
剣
を
製
鉄

の
象
徴
に
、
イ
ナ
タ
ヒ
メ
は
砂
鉄
採
取

の
跡
地
に
拓
か
れ
た
稲
田
に
見
立
て
て

い
ま
す
。
神
話
は
、
神か
み
よ代

の
時
代
か
ら

た
た
ら
製
鉄
が
こ
の
地
域
の
生
活
や
文

化
と
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

企
画
展
「
山
本
陶
秀
と
青
戸
慧

―
日
本
の
心
を
視
る
―
」
間
も
な
く

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

－

０
８
８
０
　
　

鉄
の
神
様
を
祀ま
つ

る

金
屋
子
神
社

　

広
瀬
町
に
は
鉄

の
女
神
様
「
金
屋

子
神
」
を
祀
る
金
屋
子
神
社
の
総
本
社

が
あ
り
ま
す
。
金
屋
子
神
は
現
在
の
兵

庫
県
か
ら
シ
ラ
サ
ギ
に
乗
っ
て
広
瀬
町

西
比
田
に
た
ど
り
着
き
、
こ
の
地
に
た

た
ら
の
技
を
伝
え
ま
し
た
。
人
々
は
金

屋
子
神
に
お
参
り
し
、
製
鉄
や
鍛
冶
な

ど
の
仕
事
の
成
功
を
祈
っ
て
き
ま
し

た
。
た
た
ら
製
鉄
が
盛
ん
で
あ
っ
た
江

戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
は
、
中
国
山

地
を
は
じ
め
大
阪
、
四
国
、
九
州
で
も

信
仰
。
金
屋
子
神
社
の
鳥
居
や
灯
籠
に

は
各
地
の
信
仰
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
、

信
仰
の
広
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

一
方
、
金
屋
子
神
に
は
興
味
深
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
好
物
で
あ
る
ミ
カ
ン
を
い
た
だ

く
と
、
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

た
た
ら
に
関
す
る
出
前
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
和
鋼
博
物
館
（
電

話
23-

２
５
０
０
）
へ
。

▲各地で舞われる神楽は神代
の世界を伝えています。

　
20
年
前
の
開
館
に
際
し
て
、
創
設

者
の
加
納
溥ひ

ろ
き基

は
、
加
納
莞か

ん
ら
い蕾

の
絵

画
や
書
お
よ
び
平
和
運
動
の
資
料
の

ほ
か
、
古
備
前
や
備
前
焼
の
名
品
、

茶
の
湯
の
名
碗
、
小
野
竹
喬
と
池
田

遙
邨
の
日
本
画
お
よ
び
安
来
ゆ
か
り

の
作
家
の
作
品
を
収
集
し
ま
し
た
。

　
12
月
10
日
か
ら
始
ま
る
企
画
展
で

は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
山

本
陶
秀
と
青
戸
慧け
い

の
二
人
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。

　
ろ
く
ろ
の
名
人
と
い
わ
れ
た
陶
秀

は
、
温
雅
な
作
風
が
高
く
評
価
さ

れ
、
81
歳
で
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
常
に
新
し
い
備
前
焼
や
自

分
ら
し
い
備
前
焼
を
目
指
し
て
制
作

に
励
み
ま
し
た
。

　
安
来
市
出
身
の
青
戸
慧
は
、
17
歳

の
時
に
塑
像
作
品
が
商
工
省
工
芸
展

で
初
入
選
。
以
来
、
多
く
の
塑
像
を

作
り
ま
し
た
が
、
戦
後
は
和
紙
を
素

材
と
し
た
紙
塑
人
形
作
家
に
転
じ
ま

し
た
。
ま
た
墨
彩
画
で
も
新
た
な
境

地
を
切
り
開
い
て
き
ま
し
た
。

　
二
人
は
独
自
の
世
界
を
築
く
こ
と

を
大
い
な
る
喜
び
と
し
ま
し
た
。
作

品
を
通
し
て
、
モ
ノ
づ
く
り
の
感
動

に
出
会
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

《
会
　
期
》
12
月
10
日
（
土
）
～
平

成
29
年
３
月
13
日
（
月
）
ま
で
。
な

お
、
12
月
25
日
か
ら
１
月
10
日
と
毎

週
火
曜
日
は
休
館
。

《
開
館
時
間
》
９
時
か
ら
16
時
30
分
。

た
だ
し
入
館
は
16
時
ま
で
。

《
入
館
料
》
一
般
１
０
０
０
円
、
学

生
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円
、
団

体
（
20
人
以
上
）
８
０
０
円
。

↑

山
本
陶
秀
「
獅
子
置
物
」 

安来市・奥出雲町・雲南市　共同企画

▲
金
屋
子
神
社
本
殿

は
総
ケ
ヤ
キ
造
。
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book図書館からのお知らせ

あららありゃりゃ� 小長谷清実
あんちゃんのよだれかけ� 田仲由佳
イギリス王室 愛と裏切りの真実
� 渡邉みどり
学校犬バディが教えてくれたこと
� 吉田太郎
九十歳。何がめでたい� 佐藤愛子
継続捜査ゼミ� 今野　敏

限界の正体� 為末　大
公務員のＳＮＳ・文章術� 小田順子
昭和天皇実録 第8・9� 東京書籍
10ねこ� 岩合光昭
大災害の時代� 五百旗頭真
表参道高校合唱部！� 櫻井　剛
あおいともだち� 佐々木マキ

その他　新刊図書

「＂ガサガサかかと＂が危ない！
　足の手入れが健康寿命を延ばす」

著　者　高山かおる
出版社　家の光協会

　放っておくと
危険といわれる
足のトラブル。あ
なたの足は「ガ
サガサ」ではな
いですか？日々の足のセルフケ
アなどを紹介した一冊です。（中）

著　者　河合敦
出版社　朝日学生新聞社

　朝日中高生新
聞の人気連載を
書籍化。書道、
犬、すし、銭湯
など、教科書に
はない切り口で歴史を紹介。歴
史が好きな人はもちろん、歴
史が苦手な人も楽しめる１冊で
す。（川）

「テーマで歴史探検」

「日本地理学人物事典」全５巻

忠敬など222名の人物を取り上
げ、その生涯と業績を紹介した
人物事典。地理学史上の大きな
流れを学べるシリ－ズの事典で
す。（若）

著　者　岡田俊裕
出版社　原書房

　江戸時代から
大正時代にかけ
て、地理学史上
活躍した学者、
新井白石・伊能

「デトロイト美術館の奇跡」

著　者　原田マハ
出版社　新潮社

　栄華を誇った
デトロイト市は、
不況により財政
破綻します。存
続の危機にさら
された美術館を救う端緒をつ
くったのは、名もない自動車の
溶接工でした。人の心をつかむ
一枚の絵が途方もない力を呼
ぶ、感動する一冊です。（山）

「罪のあとさき」

著　者　畑野智美
出版社　双葉社

　中学校の教室
で殺人事件があっ
た。被害者も加
害者も同校の中
学生。犯行の動
機は何だったのか。罪を犯した
者はいかに生きればいいのか。
その中で許される救いとは。少
年犯罪の行方を描いた著者の新
境地の作品です。（田）

「人生と勉強に効く
　学べるマンガ100冊」

　「マンガを読
んでためになっ
た」と感じたこ
とはありません
か？マンガでも

著　者　菊池健ほか
出版社　文藝春秋

人生や勉強に役立つものがあり
ます。このマンガのここがいい！
を一挙に紹介してくれる画期的
なマンガガイド本です。（須）

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
ク
リ
ス
マ
ス

が
近
づ
き
ま
し

た
。
み
ん
な
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

●
安
来
市
立
図
書
館

開
催
日
時
　
12
月
23
日
㈮
㈷

午
前
の
部
　
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
11
時
30
分

午
後
の
部
　
14
時
～
15
時

内
容
　
▽
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
　

▽
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

（
午
前
の
み
）　
▽
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
な
ど
の
コ
ー
ラ
ス
（
午

後
の
み
）
▽
ブ
ラ
ッ
ク
紙
芝
居

（
午
後
の
み
）

※
最
後
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
か
ら

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

●
は
く
た
図
書
室

開
催
日
時
　
12
月
17
日
㈯

14
時
～
15
時

場
所
　
は
く
た
文
化
学
習
館

視
聴
覚
ホ
ー
ル

内
容
　
子
ど
も
人
形
劇
「
う
さ

ぎ
の
い
え
」、
人
形
劇
こ
う
の
と

り
「
ち
ん
こ
ろ

り
ん
」
ほ
か

※
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
も
あ
り
ま
す
。

■問い合わせ
安来市立図書館…℡ 22-2574
ひろせ図書室……℡ 32-4455
はくた図書室……℡ 37-0050

臨時休館

ひろせ図書室
　蔵書点検のため臨時休館
します。
期間　12月６日㈫～９日㈮

 その他の新着図書情報は
安来　図書館情報　検索
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永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録
と
縦
覧

登
録
対
象　
平
成
10
年
12
月
２

日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成
28
年
９

月
１
日
ま
で
に
住
民
登
録
を
済
ま

せ
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
安

来
市
に
居
住
し
て
い
る
人
。

縦
覧
期
間　
12
月
３
日
㈯
～
７

日
㈬
８
時
30
分
～
17
時

縦
覧
場
所　
選
挙
管
理
委
員
会

異
議
申
出　
登
録
さ
れ
る
資
格

が
あ
る
人
が
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
縦
覧
期
間
中

に
異
議
の
申
出
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
℡
23-

３
１
３
５

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
「
後
納
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納

期
限
よ
り
２
年
を
経
過
し
た
場

合
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
過
去
５
年
間
の
納

め
忘
れ
た
保
険
料
は
、
平
成
30

年
９
月
ま
で
に
限
り
、
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を「
後

納
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
年
金
額
が
増
え
る
場
合
や
、

納
付
期
間
が
不
足
し
て
い
る
人

が
年
金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

後
納
制
度
の
ご
利
用
に
は
事

前
に
年
金
事
務
所
へ
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結

果
、
後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を

ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０-

０
１
１-

０
５
０

（
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

℡
０
３-

６
７
３
１-

２
０
１
５
）

・
松
江
年
金
事
務
所

℡
０
８
５
２-

23-

９
５
４
０

・
保
険
年
金
課
℡
23-

３
０
８
６

要
介
護
認
定
の
高
齢
者
に

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
発
行
し
ま
す

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
で
、

障
が
い
の
程
度
が
一
定
基
準
を

満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
障

害
者
控
除
の
対
象
者
と
し
て
認

定
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
添
付
す
る
と
、

障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で

な
く
て
も
、
本
人
ま
た
は
そ
の
扶

養
者
が
、
所
得
税
や
市
県
民
税

の
障
害
者
控
除
（
ま
た
は
特
別

障
害
者
控
除
）
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

認
定
基
準

▽
障
害
者
控
除
…
障
が
い
の
程

度
が
、
知
的
障
が
い
者
（
軽
度
・

中
度
）・
身
体
障
が
い
者
（
３
級

～
６
級
）
と
同
程
度
。

▽
特
別
障
害
者
控
除
…
障
が
い

の
程
度
が
、
知
的
障
が
い
者
（
重

度
）・
身
体
障
が
い
者
（
１
級
～

２
級
）
と
同
程
度
、
寝
た
き
り

状
態
（
６
カ
月
程
度
以
上
臥
床

し
、
食
事
・
排
便
な
ど
の
日
常

生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態
）

申
請
窓
口　
介
護
保
険
課
（　
）、

市
民
課
④
窓
口
（
安
来　

）、
伯

太　
 

（
伯
太　

）

※
申
請
書
は
、
申
請
窓
口
に
設

置
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。
申
請
の
際

は
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
介
護
保
険
課

　
℡
23-

３
２
９
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日
・
場
所　
①
平
成
29
年
２

月
５
日
㈰
、
出
雲
市
②
平
成
29

年
２
月
12
日
㈰
、
松
江
市

申
込
期
間　
12
月
６
日
㈫
～
20

日
㈫

そ
の
他　
願
書
は
消
防
本
部
、

広
瀬
分
署
、
比
田
分
駐
所
、
伯

太
分
署
に
設
置

　
　
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
２-

27-

５
８
１
９

行　

政

　　　 12月３日～９日
　　　障がい者週間です

　障がい者の福祉について関心と理解を深

め、 障がい者が社会 ・ 経済 ・ 文化などあら

ゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を

高めるための週間です。

●公共施設では割引などの特典があります
　週間中は、 市 ・ 県の施設などで入場料割引

などのサービスを実施するところがあります。

※足立美術館・安来節演芸館（無料）、 夢ランド

しらさぎ ・ふれあいプラザ（入浴料半額）など

※ご利用の際は、 障害者手帳を提示してくだ

さい。詳細は、各施設にお問い合わせください。

●障がい者ふれあい作品展を開催します　

　市内在住で障がいのある人が、 日ごろ取り

組んでいる作業の成果や趣味の作品などを

展示します。 感性あふれる素晴らしい作品を

ぜひご覧ください。（入場無料）

日時　12月２日㈮～５日㈪ 10時～17時

　　　（５日は15時まで）

場所　和鋼博物館市民ギャラリー

　福祉課℡ 23-３２１６問

申
問

申
問

問

問

健
庁

庁

地
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター
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℡
23-

３
０
４
９

平
成
29
・
30
年
度

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
開
始
し
ま
す

　

次
の
期
間
で
受
け
付
け
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
申
請
は
、
安

来
市
水
道
事
業
、
安
来
市
病
院

事
業
へ
の
申
請
を
兼
ね
ま
す
。

今
回
か
ら
一
部
の
申
請
は
島
根

県
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

電
子
申
請
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
や
様
式
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　
建
設
工
事
、
測
量
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
…

電
子
申
請

物
品
の
製
造
の
請
負
・
役
務
の

不
動
産
鑑
定
士
の
宅
地
調
査
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
市
で
は
平
成
30
年
度

に
実
施
す
る
固
定
資
産
税
評
価

替
え
の
準
備
作
業
と
し
て
、
不

動
産
鑑
定
士
に
委
託
し
て
宅
地

の
鑑
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
地
調
査
の
際
、
鑑
定
士
か

ら
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
平
成
29
年
３
月
15
日
ま
で

そ
の
他　
▽
固
定
資
産
税
は
、

国
が
定
め
た
基
準
に
よ
り
不
動

産
鑑
定
士
が
行
う
鑑
定
評
価
に

基
づ
い
て
評
価
替
え
を
行
い
ま

す　

▽
鑑
定
士
は
市
が
発
行
す

る
証
明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

提
供
等
…
紙
に
よ
る
申
請

受
付
期
間　
12
月
１
日
㈭
～
平

成
29
年
１
月
16
日
㈪

※
物
品
役
務
部
門
の
申
請
お
よ

び
工
事
・
コ
ン
サ
ル
業
務
（
安

来
市
提
出
用
）
の
添
付
書
類
は

郵
送
可
。
当
日
消
印
有
効
。

　
　
管
財
課
℡
23-

３
０
３
７

小
型
除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

　

手
押
し
型
の
小
型
除
雪
機
を

次
の
中
山
間
地
域
の
交
流
セ
ン

タ
ー
や
消
防
署
に
１
台
ず
つ
配

置
し
、
自
治
会
や
自
主
防
災
組

織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

に
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す
。
詳

細
は
各
施
設
ま
で
。

配
置
場
所　

▽
消
防
署

・
安
来
本
署
℡
23-

３
４
１
０

・
広
瀬
分
署
℡
32-

２
３
０
８

・
伯
太
分
署
℡
37-

１
０
２
６

・
比
田
分
駐
署
℡
34-

０
１
５
４

▽
布
部　

℡
36-

０
０
０
１

▽
東
比
田　

℡
34-

０
２
１
１

▽
山
佐　

℡
35-
０
１
２
９

▽
宇
波　

℡
36-

０
８
５
２

▽
西
谷　

℡
36-

０
３
７
６

▽
奥
田
原　

℡
35-

０
０
４
７

▽
安
田　

℡
37-

０
８
３
５

▽
井
尻　

℡
37-

０
８
３
６

▽
赤
屋　

℡
38-

０
１
４
５

そ
の
他　
▽
機
材
の
搬
送
は
各

自
で
お
願
い
し
ま
す
。
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
場
合
は
、
足
下
駄
（
ブ
リ
ッ

ジ
）
が
必
要
と
な
る
施
設
が
あ

り
ま
す　

▽
燃
料
費
な
ど
は
市

が
負
担
し
ま
す
。

　
危
機
管
理
課
℡
23-

３
１
７
１

年
末
ジ
ャ
ン
ボ
し
ま
ね
企
業
博

　

県
内
企
業
が
参
加
す
る
企
業

説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
12
月
28
日
㈬
10
時
30
分

～
16
時

場
所　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松

江
市
学
園
南
）

内
容　
▽
企
業
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
（
10
時
30
分
～
12
時
）

▽
企
業
説
明
会
・
島
根
の
企
業

を
知
ろ
う
！
※
ブ
ー
ス
訪
問

（
13
時
～
16
時
）

対
象
者　
大
学
、
短
大
、
高
専
、

専
修
学
校
に
在
学
中
の
人
。

そ
の
他　
▽
私
服
参
加　

▽
参

加
企
業
は
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し

ま
ね
」
の
サ
イ
ト
に
順
次
掲
載
。

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

℡
０
８
５
２-

28-

０
６
９
４

放
送
大
学
「
４
月
入
学
生
」
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で

す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
締
切　
第
１
回
…
平
成
29

年
２
月
28
日
㈫
、
第
２
回
…
平

成
29
年
３
月
20
日
㈪
㈷

そ
の
他　
資
料
（
無
料
）
は
、

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
、
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
入
学
説
明
会

日
時
・
場
所　
12
月
11
日
㈰
・

平
成
29
年
２
月
12
日
㈰
・
平
成

29
年
３
月
５
日
㈰
い
ず
れ
も
10

時
～
・
14
時
～
、
島
根
学
習
セ

ン
タ
ー
（
松
江
市
白
潟
本
町
）

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

平
成
29
年
度
自
治
医
科
大
学

医
学
部
入
学
者
募
集

　

自
治
医
科
大
学
は
、
卒
業
後

に
一
定
期
間
出
身
県
の
病
院
に

勤
務
す
れ
ば
、
授
業
料
な
ど
が

全
額
免
除
さ
れ
ま
す
。

募
集　
島
根
県
か
ら
２
～
３
人

第
１
次
試
験
日　
平
成
29
年
１

月
23
日
㈪
・
24
日
㈫

出
願
期
間　
平
成
29
年
１
月
４

日
㈬
～
１
月
18
日
㈬
17
時
必
着

　
　
島
根
県
医
療
政
策
課

℡
０
８
５
２-

22-

５
６
９
３

12月４日～10日は人権週間
人権フェスティバル

つなげて未来や2016inひろせ
　人権 ・ 福祉分野など

で活動する人の活動発

表や体験 ・ 展示 ・ 販売

コーナーなどを開設し

ます。（入場無料）

日時　12月４日㈰12時30分～16時

　　　　　　　　13時～ステージイベント

場所　広瀬中央

内容　視覚障がいの音楽家 ・ 前川裕美

コンサートと講演（13時30分～）、少年の主

張、 保育所園児の遊戯発表、カレンダー作

り、認知症診断、人権啓発パネル展示など。

　人権施策推進課℡２３-３０９５

申
問

申
問

申
問

問

問

問

問

問

交
交交

交交交交交交

交



242016 月号12

保　

健

道
路
の
除
雪
作
業
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

降
雪
時
の
作
業
は
、
次
の
計
画
で
行
い
ま
す
。

■
除
雪
作
業
に
際
し
て
の
お
願
い

①
国
道
・
県
道
・
市
道
に
面

す
る
人
家
の
屋
根
か
ら
落
下

し
た
雪
や
、
除
雪
後
の
人
家

の
出
入
り
口
の
雪
は
、
交
通

に
支
障
の
な
い
よ
う
各
家
庭

で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

②
道
路
上
や
待
避
所
な
ど
に

車
両
な
ど
を
放
置
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
一

時
的
に
置
く
場
合
は
、
赤
布

を
付
け
た
竹
を
立
て
る
な
ど

目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
除
雪
作
業
中
に
放
置
物
件

に
損
傷
を
与
え
て
も
、
そ
の

補
償
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

③
民
有
地
の
樹
木
な
ど
が
路

上
に
倒
れ
、
通
行
の
支
障
と

な
る
恐
れ
の
あ
る
も
の
は
、

所
有
者
で
事
前
に
処
理
し
て

実
施
条
件　

… 

新
雪
15
㌢
以
上
の
積
雪
が
あ
る
こ
と

作
業
時
間
帯
…
５
時
～
18
時

除
雪
路
線　

…
■
主
要
市
道
、バ
ス
路
線
お
よ
び
国
道
・

　
　
　
　
　
　
　

県
道
に
通
じ
る
市
道

　
　
　
　
　
　

■
集
落
間
を
結
ぶ
市
道

　
　
　
　
　
　

■
集
落
内
市
道
（
除
雪
で
き
る
幅
員
・

　
　
　
　
　
　
　

回
転
場
が
あ
る
除
雪
対
象
路
線
）

く
だ
さ
い
。
通
行
の
支
障
と

な
れ
ば
、
県
、
市
で
伐
採
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
除
雪
作
業
に
よ
り
砕
石
な

ど
が
耕
地
に
入
る
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
の
除
去
補

償
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

⑤
国
道
・
県
道
・
市
道
の
一

部
に
立
て
る
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル

や
木
製
ポ
ー
ル
を
撤
去
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

⑥
主
要
幹
線
道
路
の
除
雪
を

優
先
し
ま
す
が
、
作
業
の
順

序
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
・
県
道
・
国
道
の
除
雪
…

広
瀬
土
木
事
業
所

℡
32-

２
０
３
１

・
市
道
の
除
雪
…
土
木
建
設

課
℡
23-
３
３
０
７

妊
婦
歯
科
検
診
（
無
料
）

日
時
・
場
所　
12
月
４
日
㈰
９

時
30
分
～
11
時
30
分
、

対
象　
８
～
10
月
に
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人

内
容　
歯
科
検
診
、
歯
科
相
談
、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
妊

婦
歯
科
検
診
票
、
予
約
票
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

日
時　
12
月
20
日
㈫　
▽
５
～

６
カ
月
児
…
９
時
45
分
～
10
時

▽
９
～
11
カ
月
児
…
13
時
30
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）　

場
所

申
込
期
限　
12
月
16
日
㈮

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
。

　
　
子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

冬
到
来

●
凍
結
し
て
水
が
で
な
く

　
な
っ
た
と
き
は

　

蛇
口
を
開
き
、
凍
っ
た
部

分
に
タ
オ
ル
を
か
け
、
蛇

口
の
方
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
、

ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く
だ
さ

い
（
熱
湯
は
、
破
裂
や
ひ
び

割
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）。

●
水
道
管
が
破
裂
、
ひ
び
割

れ
し
た
と
き
は

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

止
水
栓
を
閉
め
、
修
理
の
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
修
理
の
申
し
込
み
先　

水
道
管
理
課
、
水
道
工
務
課
、

安
来
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者

※
事
業
者
の
確
認
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
水
道

管
理
課
・
水
道
工
務
課
で
。

※
宅
地
内
の
水
道
管
工
事
は

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

　
水
道
管
理
課

　
℡
23-

２
０
２
０

保温材

問

問

申
問

申
問

健

健

「
水
道
管
凍
結
災
害
」
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

　
水
道
管
の
防
寒
対
策
は
お
早
め
に

凍
結
注
意
！

　

１
月
下
旬
の
大
寒
波
災
害

に
よ
り
、
断
水
な
ど
の
被
害

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
大
き
な

原
因
は
、
ご
家
庭
の
水
道
管

の
凍
結
破
損
に
よ
る
漏
水
が

多
発
し
た
こ
と
で
す
。
水
道

管
の
防
寒
対
策
を
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

●
家
を
長
期
に
空
け
る
と
き

　

宅
内
の
水
道
管
の
凍
結
破

損
や
漏
水
防
止
の
た
め
、
水

道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

止
水
栓
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

●
凍
結
を
防
ぐ
に
は

　

露
出
し
て
い
る
水
道
管
や

蛇
口
に
保
温
材
を
取
り
付
け

ま
し
ょ
う
（
保
温
材
が
濡
れ

な
い
よ
う
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
な
ど
で
下
か
ら
巻
き
上
げ

て
く
だ
さ
い
）。
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乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
12
月
８
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
28
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
12
月
６
日
㈫
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象　
平
成
28
年
２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
。

※
４
カ
月
健
診
の
日
程
で
案
内

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　
12
月
15
日
㈭
９

時
～
９
時
45
分
、

対
象　
平
成
27
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　
12
月
15
日
㈭
13

時
～
13
時
45
分
、

対
象 

平
成
25
年
９
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
子
ど
も
用
・
仕
上

げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日
朝
の
尿
。

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

日
時　
12
月
21
日
㈬
13
時
15
分

～
13
時
45
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

対
象　
平
成
28
年
６
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

　
子
ど
も
未
来
課

　
℡
23-

３
２
２
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
行
事

●
「
み
ん
な
で
楽
し
く
お
も
ち

つ
き
」（
要
申
込
）

　

な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
、
き
ね
と
臼
で
お

も
ち
を
つ
き
ま
す
。
親
子
で
体

験
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
場
所　
12
月
１
日
㈭
10

時
30
分
～
12
時
、

●「
赤
ち
ゃ
ん
の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ

ト
を
写
そ
う
講
座
」（
要
申
込
）

　

わ
が
子
の
成
長
の
記
録
を
か

わ
い
く
写
真
に
残
し
た
い
と
い

う
子
育
て
中
の
マ
マ
、
パ
パ
に

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
皆
さ
ん
お

手
持
ち
の
カ
メ
ラ
で
う
ま
く
撮

る
方
法
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　
12
月
14
日
㈬
10

時
30
分
～
12
時
、

　
　

子
ど
も
未
来
課

　
　
℡
23-

３
２
２
２

健
康
や
食
事
の
悩
み
に

栄
養
相
談
（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど

に
つ
い
て
、
管
理
栄
養
士
が
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す
。
市
民
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た

で
も
利
用
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所　
▽
12
月
６
日
㈫

９
時
30
分
～
16
時
、
安
来
中
央

　
　

▽
12
月
20
日
㈫
９
時
～
12

時
、

　
　
い
き
い
き
健
康
課

　
　
℡
23-

３
２
２
０　

早
期
発
見
早
期
治
療
が
効
果
的

が
ん
検
診

日
時
・
場
所　
▽
12
月
１
日
㈭

８
時
30
分
～
10
時
30
分
、
宇
賀

荘　
　

▽
12
月
２
日
㈮
８
時
30

分
～
10
時
30
分
、
能
義　
　

▽

12
月
５
日
㈪
８
時
30
分
～
10
時

30
分
、
大
塚　
　

▽
12
月
７
日

㈬
乳
が
ん
９
時
～
（
子
宮
が
ん

９
時
30
分
～
）
11
時
30
分
、
13

時
～
15
時
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
安
来

南
支
店

　

い
き
い
き
健
康
課

　
℡
23-

３
２
２
０

　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

主
催
の
教
室
な
ど

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

　

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時　
12
月
５
日
㈪
・
12
日
㈪
・

19
日
㈪
10
時
～
12
時

受
講
料　
５
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料　
３
０
０
０
円
。

そ
の
他　
▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ

コ
ン
、
デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①
ワ
ー
ド
初
級
コ
ー
ス

日
時　
12
月
16
日
㈮
・
20
日
㈫
・

21
日
㈬
・
22
日
㈭
（
４
日
間
）

９
時
30
分
～
12
時
30
分

受
講
料　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）。

そ
の
他　
▽
定
員
15
人　

▽
要
申

込　

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
不
要　

▽

一
人
で
入
力
で
き
る
人
が
対
象

②
パ
ソ
コ
ン
グ
ル
ー
プ
講
習

　

職
場
や
趣
味
の
仲
間
等
と
楽

し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

内
容　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
12
時
間
コ
ー
ス
。

受
講
料　
一
人
５
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
別
途
）

そ
の
他　
日
時
、
人
数
、
講
習

内
容
は
要
相
談

　
　
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
℡
23-

１
７
５
０

講
座
・
教
室

挑戦しましょう
パソコン年賀状作成教室

日時　①12月７日㈬②12
月9日㈮10時～12時
受講料　各1500円
その他　▽一人で入力で
きる人が対象　▽定員15
人　▽要申込　▽パソコ
ン持込不要。
　　安来市学習訓練センター
　　℡２３-１７５０

　 イ ン タ ー
ネットからお
気に入りのイ
ラストなどを
はりつけて文
面作成します。

問問

問

申
問

申
問

申
問

健

健

健

健

健健

交
交

交

交

伯伯

申問
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心
の
健
康
相
談（
無
料・要
申
込
）

　

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲
酒
問

題
、
も
の
忘
れ
な
ど
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
・
場
所　
12
月
1
日
㈭
・

７
日
㈬
・
21
日
㈬
13
時
30
分
～

15
時
30
分
、
松
江
保
健
所

そ
の
他　
前
日
ま
で
に
要
予
約

　
　
松
江
保
健
所

　
℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

　
・
福
祉
課
℡
23-

３
２
１
６

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

日
時
・
場
所　
12
月
17
日
㈯
13

時
～
17
時
、
島
根
県
司
法
書
士

会
館
（
松
江
市
南
田
町
）

相
談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
不

動
産
の
売
買
、
名
義
変
更
登
記
、

お
金
の
貸
し
借
り
、
借
金
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
、
悪
質
商
法
、
会
社

の
登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成
年

後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な

ど
。

そ
の
他　
予
約
優
先
（
予
約
は

平
日
12
時
30
分
～
15
時
30
分
）

　
　
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー℡０

１
２
０-

１
１
４-

２
３
４

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

相
談
時
間
・
お
問
い
合
わ
せ

先
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

生
活
相
談　

▽
９
時
～
16
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談　
▽

９
時
～
12
時　

▽
市
民
相
談
室

℡
23-

３
０
６
８　

行
政
相
談
所　
▽
安
来
・
広
瀬
・

伯
太
会
場
…
９
時
～
12
時　

▽

市
民
相
談
室
℡
23-

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所　
▽
９
時
30

分
～
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進

課
℡
23-

３
０
９
５

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会

（
要
予
約
）　
▽
13
時
～
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江
℡
０
８
５
２

-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談
「
は
ぴ
こ
交
流
サ

ロ
ン
」　
▽
10
時
～
12
時　

▽

定
住
企
画
課
℡
23-

３
０
５
９

安
来
市
ふ
れ
あ
い
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時　

12
月
18
日
㈰
9
時
～

（
受
付
８
時
30
分
～
）

場
所　
日
立
金
属
体
育
館

種
目　
①
フ
リ
ー
の
部
（
年
齢

制
限
な
し
）　

②
ス
ポ
レ
ク
の

部
（
コ
ー
ト
内
合
計
２
０
０
歳

以
上
、
内
50
歳
以
上
２
名
以
上
）

チ
ー
ム
編
成　

４
人
制
で
１
チ
ー

ム
５
人
ま
で
登
録
可

参
加
料　
２
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
に
加
入
し
ま
す
）

申
込
方
法　
　

ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
12
月
２
日
㈮　

そ
の
他　
▽
各
チ
ー
ム
は
ゼ
ッ

ケ
ン
を
用
意
し
て
前
後
に
付
け

る
こ
と
（
監
督
は
１
番
、
主
将

は
２
番
）　

　
　
安
来
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協

会
・
内
藤
（
19
時
以
降
に
）　

　
℡
22-

２
０
９
５

第
63
回
赤
屋
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時
・
場
所　
平
成
29
年
１
月

１
日
㈰
㈷
受
付
10
時
～
、
赤
屋

　

（
集
合
・
発
着
）

コ
ー
ス　
１
㌔
、
３
㌔
、
５
㌔
、

10
㌔
、
１
㌔
ペ
ア
、
３
㌔
ペ
ア
、

２
０
１
７
歩
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

参
加
料　
一
般
５
０
０
円
、
小

中
学
生
お
よ
び
高
校
生
２
０
０

円
（
未
就
学
児
は
無
料
）。

　
赤
屋　
℡
38-

０
１
４
５

　
赤
屋
体
協
事
務
局
・
川
上

℡
０
９
０-

７
５
４
７-

９
１
４
９

お
わ
び
と
訂
正

　

10
月
20
日
発
行
の
広
報
紙

「
ど
げ
な
か
ね
11
月
号
」
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
箇
所

は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
わ
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正
箇
所

30
ペ
ー
ジ　
安
来
市
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
６

（
誤
）
日
立
管
弦
楽
団

（
正
）
ひ
た
ち
や
す
ぎ
吹
奏
楽
団

　
安
来
市
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
実
行
委
員
会
（
安
来
市
立
病

院
地
域
連
携
室
内
）

℡
32-

２
１
２
１

発達障がい者支援フォーラム 2016
　in  安来

　発達障がい者の強み・特性を活かした
就労支援についての講演と当事者参加の
シンポジウムを開催します。
　発達障がいは、その特性を周囲の人が
理解し、その人にあったやり方を職場で
工夫することが出来れば、持っている本
来の力を生かすことができます。（参加
無料）
日時　12月11日㈰９時30分～16時
場所　安来高校体育館
◆講演『発達障がいの強み・
　　　　特性を活かした就労支援（仮）』
　講師　鈴木慶太氏（株式会社 kaien 代表　
　　　　　取締役、元ＮＨＫアナウンサー）
◆シンポジウム『当事者の声（仮）』
参加締切　12月２日（金）

　　島根県東部発達障害者支援センター
　 　　ウイッシュ ℡０５０-３３８７- ８６９９

相　

談

イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

点
字
広
報
を
図
書
館
に

設
置
し
て
い
ま
す

問

問

申
問

申
問

申
問

申

申

交

交

申問
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庁…庁舎
地…地域センター

健…安来市健康福祉センター
　　（広瀬保健センター）

申…申し込み先
問…問い合わせ

交…交流センター
伯…伯太保健センター

2016 月号12

　市役所関連施設は、年末年始の営業日が下表のようになります。掲載
していない施設や営業時間などは、各施設に直接お問い合わせください。

施設などの名称 休業日
市役所（水道　を含む） 12月29日㈭～１月３日㈫

※宿日直対応市立病院

各地区　、各中央 12月29日㈭～１月３日㈫
イエローバス
　※12月30～31日は「日・祝日ダイヤ」で運行

１月１日㈰～１月３日㈫

市民体育館、安来球場、市民プール、
安来西部球場、安来南体育館
広瀬中央公園、広瀬体育館、伯太体育館

12月29日㈭～１月３日㈫

伯太運動広場 12月１日㈭～２月28日㈫

市立図書館、ひろせ図書室、はくた図書室 12月29日㈭～１月３日㈫

和鋼博物館、歴史資料館（広瀬）
民俗資料館（伯太） 12月29日㈭～１月３日㈫

金屋子神話民俗館 12月１日㈭～３月31日㈮

安来市加納美術館 12月25日㈰～１月10日㈫

清瀬クリーンセンター 12月31日㈯～１月３日㈫

高尾クリーンセンター、広瀬一般廃棄物最終処分場 12月29日㈭～１月３日㈫

伯太一般廃棄物最終処分場 12月27日㈫～１月７日㈯

安来節演芸館、広瀬絣センター 12月28日㈬～１月４日㈬

独松山霊苑 １月１日㈰・１月２日㈪

上の台緑の村 12月28日㈬～２月28日㈫

やすぎ懐古館一風亭 12月29日㈭～１月３日㈫

つどいの広場、ファミリー・サポートセンター 12月28日㈬～１月５日㈭
観光交流プラザ　※12月29日・30日、1月２日・3日
は8時から18時まで営業 12月31日㈯・１月１日㈰

道の駅あらエッサ　
　※中海の郷は右記期間、昼のみ営業 12月31日㈯～１月２日㈪

安来市学習訓練センター 12月29日㈭～１月３日㈫

●次の施設は、年末年始も休まず営業しますが、営業時間が一部変更とな
  ります。

施設などの名称 変更となる日時
夢ランドしらさぎ、湯田山荘
　※12月28日、1月4日は定休日

12月29日㈭～１月３日㈫
営業時間10時～19時

広瀬温泉月山の湯憩いの家
　※12月28日、1月4日は定休日

12月29日㈭～１月３日㈫
営業時間13時～19時

富田山荘、ふれあいプラザ（浴室） 12月29日㈭～１月３日㈫
営業時間10時～19時

休
業
日　
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

年
末
の
搬
入
日
時

　

各
施
設
と
も
、
搬
入
前
に
電

話
連
絡
が
必
要
で
す
。
年
末
は

込
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
の

搬
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
清
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
℡

年末年始の市役所・市関連施設の休業日など

27-

０
７
２
７
）
…
12
月
30
日

㈮
16
時
ま
で
。

▽
高
尾
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
℡

27-

０
０
５
３
）・
広
瀬
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
（
℡
32-

２
８
７
５
）
…
12
月
28
日
㈬
16

時
ま
で
。

▽
伯
太
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
（
℡
37-

０
０
２
６
）
…
12

月
26
日
㈪
16
時
ま
で
。

●
し
尿
の
汲
み
取
り

休
業
日　
12
月
29
日
㈭
～
１
月

４
日
㈬
※
年
末
は
混
み
合
い
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
申
込
を
。

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
な
ど

　
環
境
政
策
課
℡
23-

３
１
０
０

●
ご
み
収
集

休
業
日　
▽
Ａ
地
区
…
12
月
30

日
㈮
～
１
月
３
日
㈫　
▽
Ｂ
地
区

…
12
月
31
日
㈯
～
１
月
３
日
㈫

●
処
理
施
設
へ
の
搬
入

年末年始の業務

庁

交 交
問



は
だ
し
で
参
る
金
屋
子
神
社
　

　

11
月
３
日
早
朝
６
時
。
国
内
で

唯
一
、
た
た
ら
操
業
を
行
う
奥
出

雲
町
大
呂
の
「
日
刀
保
た
た
ら
」

で
、
夜
も
明
け
ぬ
寒
空
の
中
、
号

令
と
と
も
に
34
人
が
勢
い
よ
く
歩

き
出
す
。
足
元
は
み
な
裸
足
で

す
。
目
指
す
は
鉄
の
神
が
ま
つ
ら

れ
る
西
比
田
の
金
屋
子
神
社
。
片

道
約
10
キ
ロ
の
道
の
り
を
往
復
し

ま
す
。
同
神
社
の
春
と
秋
の
例
祭

に
あ
わ
せ
て
年
２
回
行
わ
れ
る
定

▼
認
知
症
の
取
材
で
市
内
の
施
設

を
数
カ
所
訪
問
。
ど
の
施
設
で
も

入
居
者
の
皆
さ
ん
が
穏
や
か
な
顔

で
過
ご
さ
れ
て
い
る
の
に
驚
き
ま

し
た
。
施
設
の
職
員
や
ご
家
族
な

ど
周
囲
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か

げ
な
の
で
し
ょ
う
。
施
設
の
職
員

の
方
に
伝
え
る
と
「
安
来
で
は
こ

う
い
う
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
よ
」
と
話
し
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。（
山
）

▼
市
役
所
職
員
も
怒
っ
て
い
ま

す
。
先
日
は
福
祉
課
職
員
を
名
乗

り
「
医
療
費
の
還
付
金
が
あ
る
」

と
い
う
電
話
が
。
電
話
帳
で
調
べ

た
の
か
、
実
在
し
そ
う
な
名
前
を

使
っ
て
い
ま
す
。
職
員
も
業
務
で

皆
さ
ん
の
お
宅
に
電
話
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
電

話
も
警
戒
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
信

頼
関
係
に
水
を
差
す
特
殊
詐
欺
。

緊
急
で
記
事
に
し
ま
し
た
。（
の
）

例
行
事
で
す
。

　

こ
の
行
事
は
た
た
ら
製
鉄
を
統

括
す
る
村
下
（
技
師
長
）
木
原
明

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
平
成
17
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
日
刀
保
た
た

ら
、
日
立
金
属
、
安
来
製
作
所
、

和
鋼
博
物
館
な
ど
製
鉄
や
た
た
ら

の
関
係
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

古
来
、
た
た
ら
場
や
鍛
冶
場
で
金

屋
子
神
は
守
り
神
と
し
て
、
中
国

地
方
を
中
心
に
九
州
、
四
国
な
ど

で
広
く
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
た
た
ら
製
鉄
は
、
炉
を
開
け
て

み
る
ま
で
わ
か
ら
な
い
。
神
に
祈

る
部
分
は
い
ま
だ
に
あ
る
」
と
木

原
村
下
。
製
鉄
で
の
未
知
な
る
部

分
が
信
仰
を
広
げ
る
一
つ
と
な
っ

た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

た
た
ら
の
文
化
が
色
濃
く
残
る
道

　

気
温
は
４
度
。
十
数
分
程
歩
く

と
、
足
は
し
び
れ
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
か
ら
寒
さ
と
痛
み
が
全
身
を
打

ち
ま
す
。
木
原
村
下
の
母
校
・
宇

部
工
業
高
校
か
ら
は
５
人
が
参

加
。
同
校
は
文
化
祭
で
復
元
た
た

ら
を
行
い
ま
す
。
濱
野
隆
教
諭

は
「
た
た
ら
を
通
し
て
生
徒
に
モ

ノ
づ
く
り
の
精
神
を
学
ん
で
ほ
し

い
」と
操
業
の
成
功
を
願
い
ま
す
。

ま
た
、
初
回
か
ら
欠
か
さ
ず
参
加

し
て
い
る
新
見
市
の
藤
井
勲
さ
ん

は
、
た
た
ら
の
銑ず

く

押
し
法
を
復
活

さ
せ
、
毎
年
秋
に
操
業
し
ま
す
。

「
春
は
安
全
祈
願
で
秋
は
お
礼
参

り
だ
」
と
笑
顔
。
参
加
す
る
人
の

思
い
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

歩
み
を
す
す
め
る
こ
の
道
は
、

た
た
ら
が
育
ん
だ
鉄
の
道
。
道
沿

い
の
市
原
た
た
ら
や
西
比
田
の
町

な
ど
で
そ
の
名
残
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
金
屋
子
神
社
の
門
前

町
・
西
比
田
の
町
は
、
今
年
日
本

遺
産
の
一
つ
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
通
り
の
広
さ
か
ら
往
時
の

繁
栄
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

大
鳥
居
を
く
ぐ
り
参
道
を
進
む

と
８
時
に
神
社
へ
到
着
。
一
行
は

よ
う
や
く
表
情
を
崩
し
ま
す
。
宮

司
に
祈
願
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

お
札
を
受
け
取
り
、
そ
し
て
ま
た

２
時
間
の
道
を
歩
き
ま
し
た
。

●やすぎ観光ミカン園
開園　10 月上旬～ 11 月中旬
℡ 090‐4578‐8901

祈りを込めた鉄の道
  はだし参り（比田地区）

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

H28.10.31現在

（男:19,147人　女:20,856人）
4 0 , 0 0 3 人

1 4 , 2 4 5 世 帯

平
成

28年
12月

号
▲神社でお参りを終えた一行。

▼早朝から金屋子神社へはだしで向かいます。


